
                                        
 

(

五
七) 

『
新
総
房
』
一
九
一
〇
年
五
月
五
日
、
一
面
。 

(

五
八) 

千
葉
県
編
『
千
葉
県
史
』
明
治
編
、
千
葉
県
、
一
九
六
二
年
、
八
六
八
頁
。 

(

五
九) 

前
掲
、
木
内
茶
庵
「
葉
街
操
觚
界
の
思
ひ
出
」、
一
四
面
。 

(

六
〇) 

前
掲
、『
随
聞
随
筆
総
房
人
物
論
誌
』
第
二
編
、、
三
六
‐
三
七
頁
。 

(

六
一) 

松
風
散
史
編
『
千
葉
繁
昌
記
』
藤
井
三
郎
、
一
八
九
五
年
、
政
党
団
体
の
部
一

頁
。 

(

六
二) 

『
立
憲
改
進
党
党
報
』
三
〇
号
、
一
八
九
四
年
、
三
八
頁
。 

(

六
三) 

前
掲
、『
房
総
人
名
辞
書
』、
五
七
〇
頁
。 

(

六
四) 

喪
架
空
「
政
客
百
面
相
（
一
）
―
関
和
知
君
」『
財
界
レ
ヴ
ュ
ー
』
二
巻
八
号
、

一
九
二
四
年
、
六
一
頁
。 

(

六
五) 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
一
一
月
二
四
日
、
五
面
。 

(

六
六) 

前
掲
、
五
十
嵐
重
郎
編
『
房
総
人
名
辞
書
』、
四
八
三
頁
。 

(

六
七) 

『
新
総
房
』
一
号
、
一
八
九
六
年
、
一
頁
。 

(

六
八) 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
七
年
一
月
七
日
、
八
面
。 

(

六
九) 

『
房
総
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
二
月
二
二
日
、
二
面
。 

(

七
〇) 

前
掲
、
経
済
之
日
本
社
編
輯
部
編
『
奮
闘
努
力
近
代
立
志
伝
』、
一
四
七
頁
。 

(

七
一) 

『
新
総
房
』
三
号
、
一
八
九
七
年
、
三
二
頁
。 

(

七
二) 

同
書
、
三
三
頁
。 

(

七
三) 

『
新
総
房
』
四
号
、
一
八
九
七
年
、
四
‐
八
頁
。 

(

七
四) 

同
書
、
三
六
頁
。 

(

七
五) 

前
掲
、『
新
総
房
』
三
号
、
三
頁
。 

(

七
六) 

前
掲
、『
新
総
房
』
四
号
、
四
頁
。 

(

七
七) 

『
新
総
房
』
五
号
、
一
八
九
七
年
、
二
頁
。 

(

七
八) 

前
掲
、『
新
総
房
』
四
号
、
四
〇
頁
。 

(

七
九) 

『
新
総
房
』
六
号
、
一
八
九
七
年
、
四
〇
頁
。 

(

八
〇) 

白
洋
子
「
柏
田
知
事
」『
新
総
房
』
五
号
、
一
八
九
七
年
、
一
七
頁
。 

(

八
一) 

前
掲
、『
新
総
房
』
六
号
、
四
一
頁
。 

(

八
二) 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
一
一
月
二
四
日
、
五
面
。 

(

八
三) 

前
掲
、『
新
総
房
』
五
号
、
四
一
頁
。 

(

八
四) 

『
進
歩
党
党
報
』
一
号
、
一
八
九
七
年
、
前
四
頁
。 

(

八
五) 

前
掲
、『
進
歩
党
党
報
』
一
号
、
一
〇
‐
一
一
頁
。 

(

八
六) 

『
新
総
房
』
七
号
、
一
八
九
七
年
、
三
〇
頁
。 

(

八
七) 

見
聞
子
「
演
説
会
所
見
」、
同
書
、
二
五
頁
。 

(

八
八) 

前
掲
、『
新
総
房
』
七
号
、
三
〇
頁
。 

(

八
九) 

『
進
歩
党
党
報
』
六
号
、
一
八
九
七
年
、
三
七
頁
。 

(

九
〇) 

千
葉
県
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
千
葉
県
議
会
史
』
千
葉
県
議
会
、
一
九
六

五
年
、
二
二
五
頁
。 

(

九
一) 

前
掲
、『
新
総
房
』
七
号
、
三
六
頁
。 

(

九
二) 

『
新
総
房
』
八
号
、
一
八
九
七
年
、
目
次
次
頁
。 

(

九
三) 

同
書
、
一
頁
。 

(

九
四) 

同
書
、
三
頁
。 

(

九
五) 

『
房
総
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
二
月
二
二
日
、
二
面
。 

(

九
六) 

『
新
編
江
藤
淳
文
学
集
成
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
五
年
、
一
四
七
頁
。 

(

九
七) 

『
新
総
房
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
、
二
面
。 

(

九
八) 

前
掲
、
大
沢
中
「
房
総
の
新
聞
興
亡
史
（
一
）」、
二
六
頁
。 

(

九
九) 

『
房
総
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
二
月
二
二
日
、
二
面
。 

(

一
〇
〇) 

前
掲
、
加
藤
友
康
・
由
井
正
臣
編
『
日
本
史
文
献
解
題
辞
典
』、
五
五
五
頁
。 

(

一
〇
一) 

『
新
総
房
』
一
九
〇
三
年
四
月
二
三
日
、
二
面
。 

(

一
〇
二) 

『
新
総
房
』
一
八
九
七
年
一
一
月
一
九
日
、
四
面
。 

(

一
〇
三) 

『
新
総
房
』
一
八
九
七
年
一
二
月
一
八
日
、
二
面
。 

(

一
〇
四) 

『
新
総
房
』
一
八
九
七
年
一
二
月
一
二
日
、
三
面
。 

(

一
〇
五) 

『
新
総
房
』
一
八
九
七
年
一
二
月
二
一
日
、
二
面
。 

(

一
〇
六) 

『
新
総
房
』
一
八
九
七
年
一
二
月
一
六
日
、
二
面
。 

(

一
〇
七) 

『
新
総
房
』
一
八
九
七
年
一
二
月
一
八
日
、
二
面
。 

(

一
〇
八) 

『
新
総
房
』
一
八
九
八
年
一
一
月
二
二
日
、
三
面
。 

［
研
究
ノ
ー
ト
］
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
見
る
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ

ラ
の
起
源
と
展
開 

 

本
田
毅
彦 

  

一 

は
じ
め
に 

 

ク
レ
ア
・
モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
歴
史
物
テ
レ
ビ

番
組
の
二
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
功
は
、
議

論
の
余
地
が
な
い
（
一
）
。
彼
女
の
念
頭
に
あ
る
の
は
Ｉ
Ｔ
Ｖ

（Independent Television

、
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
放
送
の
一
つ
）

が
放
送
し
た
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」（
イ
ギ
リ
ス
で
の
放
送

は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら
開
始
）
の
こ
と
で
あ
り
、
同
番
組
の

「
シ
ー
ズ
ン
１
」
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
広
告
収
入
を
三
倍
に
し
た
、
と

い
う
。
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は
同
番
組
の
考
案
者
／
脚
本
家
で
あ

る
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
フ
ェ
ロ
ウ
ズ
（Julian Fellowes

）
に
上
院
の
議

席
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
同
番
組
は
放
送
さ
れ
、
近
年
に
お

け
る
最
高
の
視
聴
率
を
Ｐ
Ｂ
Ｓ
（Public Broadcasting Service

、

ア
メ
リ
カ
の
公
共
テ
レ
ビ
放
送
網
）
に
も
た
ら
し
た
。 

同
番
組
の
成
功
は
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
歴
史
物
テ
レ
ビ
番
組
が
、

文
学
、
歴
史
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
に
お

い
て
、
そ
れ
な
り
に
長
く
、
多
様
な
「
伝
統
」
な
い
し
「
蓄
積
」

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
、
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
前
提
の
下
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ダ
ル
リ
ン
プ
ル
・
バ
ト
ラ
ー
（David D

alrym
ple Butler

）
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が
脚
本
を
執
筆
し
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
（
ア
メ
リ
カ
で
は
主
と
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｓ
で
）
相
次
い
で
放

送
さ
れ
た
、
五
つ
の
歴
史
物
テ
レ
ビ
番
組
を
分
析
し
た
い
。 

バ
ト
ラ
ー
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
テ
レ
ビ

界
で
活
躍
し
た
俳
優
／
脚
本
家
だ
っ
た
。「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
時
代
の
最
初
の
十
年
間
に
、
華
や
か
な
登
場
人

物
た
ち
を
描
く
独
自
の
手
法
を
見
出
し
」（
二
）
、「
テ
レ
ビ
の
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歴
史
物
ド
ラ
マ
番
組
（historical dram

a series

）」

の
た
め
に
脚
本
を
書
い
た
（
三
）
、
と
さ
れ
る
。 

バ
ト
ラ
ー
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ラ
ナ
ー
ク
シ
ャ
イ
ア
の

ラ
ー
ク
ホ
ー
ル
（Larkhall

）
で
一
九
二
七
年
一
一
月
一
二
日
に

生
ま
れ
た
同
国
人
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
に
、
ロ
ン

ド
ン
に
お
い
て
七
八
歳
で
死
去
し
た
。
二
度
結
婚
し
、
二
度
目
の

結
婚
で
娘
二
人
を
得
て
い
る
。 

イ
ギ
リ
ス
社
会
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

放
映
さ
れ
た
一
連
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に
よ
り
、
バ
ト
ラ
ー
は
現

在
で
も
（
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
）
比
較
的
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
代
表
作
は
「
も
う
一
度
会
お
う
」
（W

e’ll M
eet 

Again

）、「
壁
の
内
側
で
」（W

ithin These W
alls

）
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
バ
ト
ラ
ー
が
最
も
得
意
と
し
た
の
は
時
代
物
ド
ラ
マ

（period-piece dram
a

）
で
あ
り
、
そ
の
中
に
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」、「
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」、「
リ
リ
ー
」、「
マ
ウ
ン
ト

バ
ッ
テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
が
含
ま
れ
る
。 

 

二 

バ
ト
ラ
ー
の
俳
優
／
脚
本
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア 

 

バ
ト
ラ
ー
の
出
生
地
で
あ
る
ラ
ー
ク
ホ
ー
ル
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー

か
ら
三
〇
キ
ロ
以
内
に
あ
り
、
バ
ト
ラ
ー
の
両
親
は
教
師
だ
っ

た
。
ラ
ー
ク
ホ
ー
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
た
後
、
セ
ン
ト
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
大
学
で
英
文
学
を
学
び
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
で
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
行
っ
た
。
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ

大
学
の
ド
ラ
マ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
加
わ
り
、
演
技
に
強
い
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
学
位
は
取
得
せ
ず
に
大
学
を
離
れ

た
。 ロ

ン
ド
ン
の
王
立
演
劇
学
校
（Royal Academ

y of Dram
atic 

A
rts

）
で
学
ん
だ
後
、
一
九
五
四
年
に
ウ
ェ
ス
ト
・
エ
ン
ド
（
ロ

ン
ド
ン
の
劇
場
街
）
で
「
八
時
三
〇
分
の
親
密
さ
」（Intim

acy at 
8.30

）
に
出
演
し
、
俳
優
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。一
九
五
六
年
、

二
九
歳
の
時
に
、
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ビ
ー
ハ
ン
（Brendan Behan

）

が
脚
本
を
執
筆
し
、
ジ
ョ
ア
ン
・
リ
ト
ル
ウ
ッ
ズ
・
シ
ア
タ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（Joan Littlewood’s Theatre W

orkshop

）

で
上
演
さ
れ
た
「
風
変
わ
り
な
や
つ
」（The Quare Fellow

）
に
、

刑
務
所
の
看
守
役
で
出
演
し
た
。 

バ
ト
ラ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て

多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
た
。
「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」

（Em
ergency-W

ard 10

、
一
九
六
〇
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て

放
送
）、「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
」（Softly, Softly

、
一
九
六
八

年
に
放
送
）、「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
一
九
六
八
年
に

放
送
）、「
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
六
人
の
妻
た
ち
」（
一
九
七
〇
年
に

放
送
）、「
ポ
ー
ル
・
テ
ン
プ
ル
」（Paul Tem

ple

、
一
九
七
一
年

に
放
送
）、「
連
隊
」（The Regim

ent

、
一
九
七
二
年
に
放
送
）
な

ど
で
あ
る
。「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
最
初
の
週
二

回
生
放
送
ド
ラ
マ
番
組
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
テ
レ
ビ
業
界
初
の

医
療
ソ
ー
プ
番
組
（m

edical soap

）
だ
っ
た
。
舞
台
は
オ
ッ
ク

ス
ブ
リ
ッ
ジ
総
合
病
院
と
称
す
る
架
空
の
病
院
で
、
バ
ト
ラ
ー

は
麻
酔
医
の
ニ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
医
師
の
役
を
演
じ
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
四
）
。「
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
六
人
の
妻

た
ち
」
で
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
モ
ン
ト
（Christopher M

ont

）

の
役
を
演
じ
た
。 

こ
の
間
、
バ
ト
ラ
ー
は
舞
台
で
の
活
動
も
続
け
て
お
り
、
一
九

六
四
年
に
は
「
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
走
る
か
を
見
よ
」（See How 

They Run

）
と
い
う
喜
劇
の
巡
回
公
演
に
加
わ
り
（
キ
ャ
ス
ト
は
、

「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」
と
重
な
っ
て
い
た
）、
次
い
で
、
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
・
ラ
イ
シ
ー
ア
ム
劇
場
で
ノ
エ
ル
・
カ
ワ
ー
ド
脚
本
の

「
陽
気
な
幽
霊
」（Blithe Spirit

）
に
出
演
し
た
（
五
）
。 

他
方
で
バ
ト
ラ
ー
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て

放
送
さ
れ
た
「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」
の
続
編
で
、
複
数
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
脚
本
を
執
筆
す
る
機
会
を
つ
か
ん
だ
（
六
）
。
バ
ト
ラ
ー
は

脚
本
家
と
し
て
才
能
を
示
し
始
め
、「
サ
ー
ク
の
デ
イ
ム
」（The 

Dam
e of Sark

）
の
脚
本
を
共
同
執
筆
し
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
の
「
お
し
ど
り
探
偵
」（Partners in Crim

e

）
を
「
テ
レ
ビ
・
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が
脚
本
を
執
筆
し
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
（
ア
メ
リ
カ
で
は
主
と
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｓ
で
）
相
次
い
で
放

送
さ
れ
た
、
五
つ
の
歴
史
物
テ
レ
ビ
番
組
を
分
析
し
た
い
。 

バ
ト
ラ
ー
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
テ
レ
ビ

界
で
活
躍
し
た
俳
優
／
脚
本
家
だ
っ
た
。「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
時
代
の
最
初
の
十
年
間
に
、
華
や
か
な
登
場
人

物
た
ち
を
描
く
独
自
の
手
法
を
見
出
し
」（
二
）
、「
テ
レ
ビ
の
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歴
史
物
ド
ラ
マ
番
組
（historical dram

a series

）」

の
た
め
に
脚
本
を
書
い
た
（
三
）
、
と
さ
れ
る
。 

バ
ト
ラ
ー
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ラ
ナ
ー
ク
シ
ャ
イ
ア
の

ラ
ー
ク
ホ
ー
ル
（Larkhall

）
で
一
九
二
七
年
一
一
月
一
二
日
に

生
ま
れ
た
同
国
人
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
に
、
ロ
ン

ド
ン
に
お
い
て
七
八
歳
で
死
去
し
た
。
二
度
結
婚
し
、
二
度
目
の

結
婚
で
娘
二
人
を
得
て
い
る
。 

イ
ギ
リ
ス
社
会
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

放
映
さ
れ
た
一
連
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に
よ
り
、
バ
ト
ラ
ー
は
現

在
で
も
（
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
）
比
較
的
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
代
表
作
は
「
も
う
一
度
会
お
う
」
（W

e’ll M
eet 

Again

）、「
壁
の
内
側
で
」（W

ithin These W
alls

）
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
バ
ト
ラ
ー
が
最
も
得
意
と
し
た
の
は
時
代
物
ド
ラ
マ

（period-piece dram
a

）
で
あ
り
、
そ
の
中
に
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」、「
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」、「
リ
リ
ー
」、「
マ
ウ
ン
ト

バ
ッ
テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
が
含
ま
れ
る
。 

 

二 

バ
ト
ラ
ー
の
俳
優
／
脚
本
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア 

 

バ
ト
ラ
ー
の
出
生
地
で
あ
る
ラ
ー
ク
ホ
ー
ル
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー

か
ら
三
〇
キ
ロ
以
内
に
あ
り
、
バ
ト
ラ
ー
の
両
親
は
教
師
だ
っ

た
。
ラ
ー
ク
ホ
ー
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
た
後
、
セ
ン
ト
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
大
学
で
英
文
学
を
学
び
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
で
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
行
っ
た
。
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ

大
学
の
ド
ラ
マ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
加
わ
り
、
演
技
に
強
い
興
味
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
学
位
は
取
得
せ
ず
に
大
学
を
離
れ

た
。 ロ

ン
ド
ン
の
王
立
演
劇
学
校
（Royal Academ

y of Dram
atic 

A
rts

）
で
学
ん
だ
後
、
一
九
五
四
年
に
ウ
ェ
ス
ト
・
エ
ン
ド
（
ロ

ン
ド
ン
の
劇
場
街
）
で
「
八
時
三
〇
分
の
親
密
さ
」（Intim

acy at 
8.30

）
に
出
演
し
、
俳
優
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。一
九
五
六
年
、

二
九
歳
の
時
に
、
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ビ
ー
ハ
ン
（Brendan Behan

）

が
脚
本
を
執
筆
し
、
ジ
ョ
ア
ン
・
リ
ト
ル
ウ
ッ
ズ
・
シ
ア
タ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（Joan Littlewood’s Theatre W

orkshop

）

で
上
演
さ
れ
た
「
風
変
わ
り
な
や
つ
」（The Quare Fellow

）
に
、

刑
務
所
の
看
守
役
で
出
演
し
た
。 

バ
ト
ラ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て

多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
た
。
「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」

（Em
ergency-W

ard 10

、
一
九
六
〇
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て

放
送
）、「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
」（Softly, Softly
、
一
九
六
八

年
に
放
送
）、「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
一
九
六
八
年
に

放
送
）、「
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
六
人
の
妻
た
ち
」（
一
九
七
〇
年
に

放
送
）、「
ポ
ー
ル
・
テ
ン
プ
ル
」（Paul Tem

ple

、
一
九
七
一
年

に
放
送
）、「
連
隊
」（The Regim

ent

、
一
九
七
二
年
に
放
送
）
な

ど
で
あ
る
。「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
最
初
の
週
二

回
生
放
送
ド
ラ
マ
番
組
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
テ
レ
ビ
業
界
初
の

医
療
ソ
ー
プ
番
組
（m

edical soap

）
だ
っ
た
。
舞
台
は
オ
ッ
ク

ス
ブ
リ
ッ
ジ
総
合
病
院
と
称
す
る
架
空
の
病
院
で
、
バ
ト
ラ
ー

は
麻
酔
医
の
ニ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
医
師
の
役
を
演
じ
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
四
）
。「
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
六
人
の
妻

た
ち
」
で
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
モ
ン
ト
（Christopher M

ont

）

の
役
を
演
じ
た
。 

こ
の
間
、
バ
ト
ラ
ー
は
舞
台
で
の
活
動
も
続
け
て
お
り
、
一
九

六
四
年
に
は
「
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
走
る
か
を
見
よ
」（See How 

They Run

）
と
い
う
喜
劇
の
巡
回
公
演
に
加
わ
り
（
キ
ャ
ス
ト
は
、

「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」
と
重
な
っ
て
い
た
）、
次
い
で
、
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
・
ラ
イ
シ
ー
ア
ム
劇
場
で
ノ
エ
ル
・
カ
ワ
ー
ド
脚
本
の

「
陽
気
な
幽
霊
」（Blithe Spirit

）
に
出
演
し
た
（
五
）
。 

他
方
で
バ
ト
ラ
ー
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て

放
送
さ
れ
た
「
第
一
〇
緊
急
病
棟
」
の
続
編
で
、
複
数
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
脚
本
を
執
筆
す
る
機
会
を
つ
か
ん
だ
（
六
）
。
バ
ト
ラ
ー
は

脚
本
家
と
し
て
才
能
を
示
し
始
め
、「
サ
ー
ク
の
デ
イ
ム
」（The 

Dam
e of Sark

）
の
脚
本
を
共
同
執
筆
し
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
の
「
お
し
ど
り
探
偵
」（Partners in Crim

e

）
を
「
テ
レ
ビ
・
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ド
ラ
マ
向
け
に
巧
み
に
書
き
直
し
た
」（
七
）
。
そ
の
後
、
子
供
向
け

の
冒
険
ド
ラ
マ
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」（
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
に

か
け
て
放
送
）、
警
察
ド
ラ
マ
の
「
公
安
部
」（Special Branch

、

一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
四
年
に
か
け
て
放
送
）
の
た
め
に
も
、

幾
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
脚
本
を
執
筆
し
て
い
る
（
八
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
俳
優
業
と
脚
本
執
筆
業
の
双
方
を
行
っ
て
い

た
が
、
一
九
七
一
年
ま
で
に
は
演
技
か
ら
ほ
ぼ
身
を
退
き
、
テ
レ

ビ
番
組
の
脚
本
執
筆
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
七
二
年

か
ら
七
三
年
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
「
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル

ク
」（Van D

er Valk

）
は
警
察
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
か

ら
七
四
年
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
の

冒
険
」（The Adventures of Black Beauty

）
は
「
ス
リ
リ
ン
グ

な
」
番
組
だ
っ
た
（
九
）
。
一
九
七
三
年
に
放
送
さ
れ
た
「
ヘ
レ
ン

―
現
代
の
女
性
」（Helen, A W

om
an of Today

）
全
十
三
話
の
う

ち
、
数
話
の
脚
本
を
執
筆
し
た
。
同
番
組
は
「
論
争
」
を
呼
び
起

こ
し
た
が
、
熱
狂
的
な
視
聴
の
対
象
（cult viewing

）
に
も
な
っ

た
、
と
言
わ
れ
る
（
一
〇
）
。
一
九
七
六
年
か
ら
七
七
年
に
か
け
て
放

送
さ
れ
た
「
デ
ュ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
公
爵
夫
人
」
（The 

Duchess of Duke Street

）
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
を
扱
っ

た
時
代
物
ド
ラ
マ
だ
っ
た
（
一
一
）
。 

た
だ
し
バ
ト
ラ
ー
は
、
事
情
に
応
じ
て
俳
優
業
に
復
帰
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
放
送
さ

れ
た
「
壁
の
内
側
で
」
の
複
数
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
脚
本
を

執
筆
し
た
が
、
出
演
も
し
て
い
る
。
同
番
組
は
女
子
刑
務
所
を
扱

っ
た
初
め
て
の
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
り
、
バ
ト
ラ
ー
は
刑
務
所
付

き
牧
師
ヘ
ン
リ
ー
・
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
の
役
を
演
じ
た
（
一
二
）
。 

本
稿
の
主
題
で
あ
る
バ
ト
ラ
ー
の
歴
史
物
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

の
中
で
、
最
初
に
成
功
を
収
め
た
の
が
、
一
九
七
二
年
に
放
送
さ

れ
た
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
だ
っ
た
。
以
後
、「
エ
ド
ワ
ー
ド

七
世
」、「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」、「
リ
リ
ー
」

の
た
め
に
脚
本
を
執
筆
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
一
九
七
〇
年
代
の

イ
ギ
リ
ス
社
会
で
「
途
方
も
な
い
人
気
」
を
得
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が
「
質

の
高
い
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」
の
放
送
者
で
も
あ
り
う
る
、
と
の
評

価
を
得
る
の
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
頃
ま
で
は
「
質
の
高

い
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」
と
言
え
ば
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
独
壇
場
だ
っ
た
が
、

バ
ト
ラ
ー
の
こ
う
し
た
作
品
が
、
グ
ラ
ナ
ダ
が
制
作
し
、
一
九
八

一
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
て
絶
賛
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る

「
ブ
ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
ふ
た
た
び
」（Brideshead Revisited

）
を
可

能
に
し
た
、
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
バ
ト
ラ
ー
は
、
同
番
組
に
関
わ

っ
て
い
な
い
）（
一
三
）
。 

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
バ
ト
ラ
ー
は
以
下
の
よ
う
な
番

組
の
た
め
に
脚
本
を
執
筆
し
た
。「
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
イ
ス
ト

の
そ
の
後
の
冒
険
」（The Further Adventures of O

liver Tw
ist

）

は
一
九
八
〇
年
に
放
送
さ
れ
た
。「
も
う
一
度
会
お
う
」
は
一
九

八
二
年
に
放
送
さ
れ
、
最
高
視
聴
率
ド
ラ
マ
と
な
っ
た
（
一
四
）
。
第

二
次
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
侵
略
」
に
際
し

て
、
ア
メ
リ
カ
軍
少
佐
と
恋
仲
に
な
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
女
性

の
役
を
ス
ザ
ン
ナ
・
ヨ
ー
ク
が
演
じ
て
い
る
。「
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ

テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
は
一
九
八
六
年
に
放
送
さ
れ
、
エ
ミ
ー

賞
を
獲
得
し
た
。
つ
い
で
、「
王
家
の
血
―
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
」

（Blood Royal: W
illiam

 the Conqueror

）
が
一
九
九
〇
年
に
放

送
さ
れ
た
。 

バ
ト
ラ
ー
は
、
映
画
界
で
活
動
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
が
、
一
九
七
六
年
に
公
開
さ
れ
た
「
呪
わ
れ
た
航
海
」

（Voyage of the Dam
ned

）
の
脚
本
を
執
筆
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
（
一
五
）
。
さ
ら
に
、
ア
リ
ス
テ
ア
・

マ
ク
リ
ー
ン
（Alistair M

acLean

）
の
執
筆
し
た
ス
リ
ラ
ー
に
基

づ
き
、
一
九
七
九
年
に
公
開
さ
れ
た
「
ベ
ア
島
」（Bear Island
）

の
た
め
に
も
脚
本
を
書
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が
テ

レ
ビ
放
送
用
に
制
作
し
、
一
九
八
四
年
に
放
送
さ
れ
た
歴
史
物

映
画
、「
赤
と
黒
の
十
字
架
」（The Scarlet and the Black

）
の
脚

本
も
執
筆
し
て
い
る
（
一
六
）
。 

 

三 

イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
史
上
で
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
の

位
置
付
け 

 

以
下
で
は
、
前
章
で
見
た
バ
ト
ラ
ー
の
俳
優
／
脚
本
家
と
し

て
の
活
動
の
背
景
で
あ
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け

る
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
制
作
と
放
送
の
歴
史
を
分
析
す
る
。 

 （
一
）
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
へ
の
進
出 

イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
五
五
年
に
商
業
テ
レ
ビ
（
Ｉ
Ｔ
Ｖ
）
の
放
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ド
ラ
マ
向
け
に
巧
み
に
書
き
直
し
た
」（
七
）
。
そ
の
後
、
子
供
向
け

の
冒
険
ド
ラ
マ
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」（
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
に

か
け
て
放
送
）、
警
察
ド
ラ
マ
の
「
公
安
部
」（Special Branch

、

一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
四
年
に
か
け
て
放
送
）
の
た
め
に
も
、

幾
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
脚
本
を
執
筆
し
て
い
る
（
八
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
俳
優
業
と
脚
本
執
筆
業
の
双
方
を
行
っ
て
い

た
が
、
一
九
七
一
年
ま
で
に
は
演
技
か
ら
ほ
ぼ
身
を
退
き
、
テ
レ

ビ
番
組
の
脚
本
執
筆
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
七
二
年

か
ら
七
三
年
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
「
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル

ク
」（Van D

er Valk

）
は
警
察
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
か

ら
七
四
年
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
の

冒
険
」（The Adventures of Black Beauty

）
は
「
ス
リ
リ
ン
グ

な
」
番
組
だ
っ
た
（
九
）
。
一
九
七
三
年
に
放
送
さ
れ
た
「
ヘ
レ
ン

―
現
代
の
女
性
」（Helen, A W

om
an of Today

）
全
十
三
話
の
う

ち
、
数
話
の
脚
本
を
執
筆
し
た
。
同
番
組
は
「
論
争
」
を
呼
び
起

こ
し
た
が
、
熱
狂
的
な
視
聴
の
対
象
（cult viewing

）
に
も
な
っ

た
、
と
言
わ
れ
る
（
一
〇
）
。
一
九
七
六
年
か
ら
七
七
年
に
か
け
て
放

送
さ
れ
た
「
デ
ュ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
公
爵
夫
人
」
（The 

Duchess of Duke Street

）
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
を
扱
っ

た
時
代
物
ド
ラ
マ
だ
っ
た
（
一
一
）
。 

た
だ
し
バ
ト
ラ
ー
は
、
事
情
に
応
じ
て
俳
優
業
に
復
帰
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
放
送
さ

れ
た
「
壁
の
内
側
で
」
の
複
数
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
脚
本
を

執
筆
し
た
が
、
出
演
も
し
て
い
る
。
同
番
組
は
女
子
刑
務
所
を
扱

っ
た
初
め
て
の
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
り
、
バ
ト
ラ
ー
は
刑
務
所
付

き
牧
師
ヘ
ン
リ
ー
・
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
の
役
を
演
じ
た
（
一
二
）
。 

本
稿
の
主
題
で
あ
る
バ
ト
ラ
ー
の
歴
史
物
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

の
中
で
、
最
初
に
成
功
を
収
め
た
の
が
、
一
九
七
二
年
に
放
送
さ

れ
た
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
だ
っ
た
。
以
後
、「
エ
ド
ワ
ー
ド

七
世
」、「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」、「
リ
リ
ー
」

の
た
め
に
脚
本
を
執
筆
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
一
九
七
〇
年
代
の

イ
ギ
リ
ス
社
会
で
「
途
方
も
な
い
人
気
」
を
得
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が
「
質

の
高
い
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」
の
放
送
者
で
も
あ
り
う
る
、
と
の
評

価
を
得
る
の
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
頃
ま
で
は
「
質
の
高

い
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
」
と
言
え
ば
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
独
壇
場
だ
っ
た
が
、

バ
ト
ラ
ー
の
こ
う
し
た
作
品
が
、
グ
ラ
ナ
ダ
が
制
作
し
、
一
九
八

一
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
て
絶
賛
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る

「
ブ
ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
ふ
た
た
び
」（Brideshead Revisited

）
を
可

能
に
し
た
、
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
バ
ト
ラ
ー
は
、
同
番
組
に
関
わ

っ
て
い
な
い
）（
一
三
）
。 

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
バ
ト
ラ
ー
は
以
下
の
よ
う
な
番

組
の
た
め
に
脚
本
を
執
筆
し
た
。「
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
イ
ス
ト

の
そ
の
後
の
冒
険
」（The Further Adventures of O

liver Tw
ist

）

は
一
九
八
〇
年
に
放
送
さ
れ
た
。「
も
う
一
度
会
お
う
」
は
一
九

八
二
年
に
放
送
さ
れ
、
最
高
視
聴
率
ド
ラ
マ
と
な
っ
た
（
一
四
）
。
第

二
次
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
侵
略
」
に
際
し

て
、
ア
メ
リ
カ
軍
少
佐
と
恋
仲
に
な
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
女
性

の
役
を
ス
ザ
ン
ナ
・
ヨ
ー
ク
が
演
じ
て
い
る
。「
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ

テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
は
一
九
八
六
年
に
放
送
さ
れ
、
エ
ミ
ー

賞
を
獲
得
し
た
。
つ
い
で
、「
王
家
の
血
―
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
」

（Blood Royal: W
illiam

 the Conqueror

）
が
一
九
九
〇
年
に
放

送
さ
れ
た
。 

バ
ト
ラ
ー
は
、
映
画
界
で
活
動
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
が
、
一
九
七
六
年
に
公
開
さ
れ
た
「
呪
わ
れ
た
航
海
」

（Voyage of the Dam
ned

）
の
脚
本
を
執
筆
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
（
一
五
）
。
さ
ら
に
、
ア
リ
ス
テ
ア
・

マ
ク
リ
ー
ン
（Alistair M

acLean

）
の
執
筆
し
た
ス
リ
ラ
ー
に
基

づ
き
、
一
九
七
九
年
に
公
開
さ
れ
た
「
ベ
ア
島
」（Bear Island

）

の
た
め
に
も
脚
本
を
書
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が
テ

レ
ビ
放
送
用
に
制
作
し
、
一
九
八
四
年
に
放
送
さ
れ
た
歴
史
物

映
画
、「
赤
と
黒
の
十
字
架
」（The Scarlet and the Black

）
の
脚

本
も
執
筆
し
て
い
る
（
一
六
）
。 

 

三 

イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
史
上
で
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
の

位
置
付
け 

 

以
下
で
は
、
前
章
で
見
た
バ
ト
ラ
ー
の
俳
優
／
脚
本
家
と
し

て
の
活
動
の
背
景
で
あ
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け

る
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
制
作
と
放
送
の
歴
史
を
分
析
す
る
。 

 （
一
）
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
へ
の
進
出 

イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
五
五
年
に
商
業
テ
レ
ビ
（
Ｉ
Ｔ
Ｖ
）
の
放
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送
が
始
ま
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
送
事
業
の
独
占
状
態

が
終
了
し
た
（
一
七
）
。
そ
し
て
一
九
六
三
年
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ

か
ら
視
聴
者
を
取
り
戻
す
た
め
に
シ
ド
ニ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン

（Sydney New
m

an

）
を
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
制
作
の
責
任
者

と
し
て
招
聘
す
る
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
ド
ラ
マ
番
組
制
作
局

（Dram
a D

epartm
ent

）
の
編
制
を
、
長
期
連
続
物
（Serials

）

担
当
、
シ
リ
ー
ズ
物
（Series
）
担
当
、
単
発
物
（Plays

）
担
当

に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
者
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
制
度
化

し
た
（
一
八
）
。
一
般
的
に
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
着
任
に
よ
り
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
の
黄
金
時
代
が
始
ま
っ
た
、
と
さ
れ
る

（
一
九
）
。 

こ
う
し
た
組
織
上
の
動
き
と
並
行
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
現
場
で
は
、
映
画
制
作
と
は
異
な
り
、
監

督
で
は
な
く
脚
本
家
が
「
主
要
な
作
家
」（prim

ary author
）
と

し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
演
劇
的
な
伝
統
を

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
有
し
て
い
た
た
め
、
監
督
た
ち
よ
り
は
脚
本
家
に
「
敬

意
が
表
さ
れ
た
」
か
ら
だ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、

と
り
わ
け
、
長
期
連
続
物
／
シ
リ
ー
ズ
物
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作

に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
創
造
的
な
作
家
で
は

な
く
、
他
の
タ
イ
プ
の
作
家
、
す
な
わ
ち
「
言
葉
の
職
人
」

（wordsm
ith

）
だ
っ
た
、
と
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ポ
ー
タ
ー
は
指

摘
す
る
（
二
〇
）
。
長
期
連
続
物
／
シ
リ
ー
ズ
物
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、

番
組
自
体
が
虚
構
の
世
界
を
創
造
し
、
作
家
が
そ
れ
に
従
わ
ざ

る
を
え
な
い
規
範
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
で
あ
る
。
ニ

ュ
ー
マ
ン
の
後
を
継
い
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
制

作
の
責
任
者
と
な
っ
た
シ
ョ
ー
ン
・
サ
ッ
ト
ン
は
、
長
期
連
続
物

／
シ
リ
ー
ズ
物
番
組
の
「
主
要
な
登
場
人
物
た
ち
の
姿
勢
は
、
し

っ
か
り
と
固
定
さ
れ
、
認
識
可
能
で
あ
り
、
慣
れ
親
し
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
疑
わ
し
い
も
の
と
み
な
さ
れ

る
」
と
述
べ
た
。 

ポ
ー
タ
ー
は
、「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」（Z Cars

）
と
い
う
番
組

の
た
ど
っ
た
運
命
が
象
徴
的
だ
っ
た
、
と
言
う
。
ポ
ー
タ
ー
に
よ

れ
ば
、
当
初
、
同
番
組
の
登
場
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
甚
大
だ
っ

た
。
権
威
に
対
す
る
同
番
組
の
辛
辣
な
姿
勢
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
全
体
、
と

り
わ
け
時
事
問
題
局
（Current A

ffairs Departm
ent

）
に
響
き
渡

り
、
同
じ
こ
と
は
警
察
組
織
で
す
ら
起
こ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」
は
変
化
さ
せ
ら
れ
た
。
普
通
の
人
々
の
生

き
方
の
実
相
に
注
目
す
る
こ
と
を
止
め
、
居
心
地
の
良
い
シ
リ

ー
ズ
に
変
形
し
た
。
主
要
な
登
場
人
物
た
ち
は
、
多
少
粗
暴
で
不

愛
想
だ
が
、
一
貫
性
が
あ
り
、
知
識
を
持
ち
、
人
間
的
な
警
察
官

に
な
っ
た
。
番
組
の
中
心
は
も
は
や
社
会
で
は
な
く
、
警
察
官
た

ち
が
毎
週
新
し
い
犯
罪
に
対
処
す
る
際
に
見
せ
る
、
彼
ら
の
個

人
的
な
性
格
や
弱
点
だ
っ
た
。「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」
の
変
化
は

同
シ
リ
ー
ズ
の
タ
イ
ト
ル
の
変
更
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
示
さ

れ
た
。「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」（
警
官
隊
の
用
い
る
パ
ト
カ
ー
の
名

称
だ
っ
た
）
は
第
二
シ
リ
ー
ズ
で
は
「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
」

に
な
り
、
さ
ら
に
第
三
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
主
役
の
警
察
官
の
名
に

ち
な
ん
で
「
何
で
も
屋
の
バ
ー
ロ
ウ
」（Barlow at Large

）
に
な

っ
た
。
ち
な
み
に
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る

バ
ト
ラ
ー
は
「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
」
に
出
演
し
て
い
た
。 

ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
、
映
画
制
作
や
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番

組
の
制
作
に
お
け
る
「
自
然
主
義
」（naturalism

）
へ
の
移
行
は
、

社
会
の
よ
り
深
い
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
断
つ
も
の
で
あ
り
、

自
己
検
閲
の
進
展
と
並
行
関
係
に
あ
っ
た
、
と
言
い
、
テ
レ
ビ
界

も
映
画
界
と
同
様
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
専
門
職
集
団
を
怒
ら
せ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
の
考
慮
を
共
有
し
て
い
た
せ
い
だ
っ
た
、

と
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
う
し
た
移
行
は
、
長
期
連
続
物

／
シ
リ
ー
ズ
物
ド
ラ
マ
の
制
作
で
は
、
テ
レ
ビ
局
の
ハ
イ
エ
ラ

ー
キ
ー
に
お
け
る
上
司
の
意
向
に
応
じ
て
、
登
場
人
物
や
プ
ロ

ッ
ト
を
加
工
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
脚
本
家
を
選
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
容
易
に
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
単
発
物
番
組
で
は
、「
創

造
的
作
家
精
神
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
な
お
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
代
表
例
が
ケ
ネ
ス
・
ロ
ー
チ
（Kenneth Loach

）
だ
っ
た
、
と

ポ
ー
タ
ー
は
言
う
（
二
一
）
。 

他
方
で
、
一
九
六
四
年
四
月
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
２
が
開
始
さ
れ
、
古
典

文
学
を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
（classic serial adaptation

）

の
た
め
の
新
た
な
時
間
帯
が
土
曜
日
の
夜
に
設
け
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
、
よ
り
長
い
作
品
を
番
組
の
素
材

と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
、
古
典
文

学
を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
と
り
わ
け
一
九
六
七
年
は
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
歴

史
の
転
換
点
と
な
っ
た
、
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
Ｂ
Ｂ
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送
が
始
ま
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
送
事
業
の
独
占
状
態

が
終
了
し
た
（
一
七
）
。
そ
し
て
一
九
六
三
年
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ

か
ら
視
聴
者
を
取
り
戻
す
た
め
に
シ
ド
ニ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン

（Sydney New
m

an

）
を
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
制
作
の
責
任
者

と
し
て
招
聘
す
る
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
ド
ラ
マ
番
組
制
作
局

（Dram
a D

epartm
ent

）
の
編
制
を
、
長
期
連
続
物
（Serials

）

担
当
、
シ
リ
ー
ズ
物
（Series

）
担
当
、
単
発
物
（Plays

）
担
当

に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
者
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
制
度
化

し
た
（
一
八
）
。
一
般
的
に
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
着
任
に
よ
り
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
の
黄
金
時
代
が
始
ま
っ
た
、
と
さ
れ
る

（
一
九
）
。 

こ
う
し
た
組
織
上
の
動
き
と
並
行
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
現
場
で
は
、
映
画
制
作
と
は
異
な
り
、
監

督
で
は
な
く
脚
本
家
が
「
主
要
な
作
家
」（prim

ary author

）
と

し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
演
劇
的
な
伝
統
を

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
有
し
て
い
た
た
め
、
監
督
た
ち
よ
り
は
脚
本
家
に
「
敬

意
が
表
さ
れ
た
」
か
ら
だ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、

と
り
わ
け
、
長
期
連
続
物
／
シ
リ
ー
ズ
物
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作

に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
創
造
的
な
作
家
で
は

な
く
、
他
の
タ
イ
プ
の
作
家
、
す
な
わ
ち
「
言
葉
の
職
人
」

（wordsm
ith

）
だ
っ
た
、
と
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ポ
ー
タ
ー
は
指

摘
す
る
（
二
〇
）
。
長
期
連
続
物
／
シ
リ
ー
ズ
物
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、

番
組
自
体
が
虚
構
の
世
界
を
創
造
し
、
作
家
が
そ
れ
に
従
わ
ざ

る
を
え
な
い
規
範
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
で
あ
る
。
ニ

ュ
ー
マ
ン
の
後
を
継
い
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
制

作
の
責
任
者
と
な
っ
た
シ
ョ
ー
ン
・
サ
ッ
ト
ン
は
、
長
期
連
続
物

／
シ
リ
ー
ズ
物
番
組
の
「
主
要
な
登
場
人
物
た
ち
の
姿
勢
は
、
し

っ
か
り
と
固
定
さ
れ
、
認
識
可
能
で
あ
り
、
慣
れ
親
し
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
疑
わ
し
い
も
の
と
み
な
さ
れ

る
」
と
述
べ
た
。 

ポ
ー
タ
ー
は
、「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」（Z Cars

）
と
い
う
番
組

の
た
ど
っ
た
運
命
が
象
徴
的
だ
っ
た
、
と
言
う
。
ポ
ー
タ
ー
に
よ

れ
ば
、
当
初
、
同
番
組
の
登
場
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
甚
大
だ
っ

た
。
権
威
に
対
す
る
同
番
組
の
辛
辣
な
姿
勢
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
全
体
、
と

り
わ
け
時
事
問
題
局
（Current A

ffairs Departm
ent

）
に
響
き
渡

り
、
同
じ
こ
と
は
警
察
組
織
で
す
ら
起
こ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」
は
変
化
さ
せ
ら
れ
た
。
普
通
の
人
々
の
生

き
方
の
実
相
に
注
目
す
る
こ
と
を
止
め
、
居
心
地
の
良
い
シ
リ

ー
ズ
に
変
形
し
た
。
主
要
な
登
場
人
物
た
ち
は
、
多
少
粗
暴
で
不

愛
想
だ
が
、
一
貫
性
が
あ
り
、
知
識
を
持
ち
、
人
間
的
な
警
察
官

に
な
っ
た
。
番
組
の
中
心
は
も
は
や
社
会
で
は
な
く
、
警
察
官
た

ち
が
毎
週
新
し
い
犯
罪
に
対
処
す
る
際
に
見
せ
る
、
彼
ら
の
個

人
的
な
性
格
や
弱
点
だ
っ
た
。「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」
の
変
化
は

同
シ
リ
ー
ズ
の
タ
イ
ト
ル
の
変
更
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
示
さ

れ
た
。「
ゼ
ッ
ト
・
カ
ー
ズ
」（
警
官
隊
の
用
い
る
パ
ト
カ
ー
の
名

称
だ
っ
た
）
は
第
二
シ
リ
ー
ズ
で
は
「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
」

に
な
り
、
さ
ら
に
第
三
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
主
役
の
警
察
官
の
名
に

ち
な
ん
で
「
何
で
も
屋
の
バ
ー
ロ
ウ
」（Barlow at Large
）
に
な

っ
た
。
ち
な
み
に
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る

バ
ト
ラ
ー
は
「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
」
に
出
演
し
て
い
た
。 

ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
、
映
画
制
作
や
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番

組
の
制
作
に
お
け
る
「
自
然
主
義
」（naturalism

）
へ
の
移
行
は
、

社
会
の
よ
り
深
い
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
断
つ
も
の
で
あ
り
、

自
己
検
閲
の
進
展
と
並
行
関
係
に
あ
っ
た
、
と
言
い
、
テ
レ
ビ
界

も
映
画
界
と
同
様
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
専
門
職
集
団
を
怒
ら
せ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
の
考
慮
を
共
有
し
て
い
た
せ
い
だ
っ
た
、

と
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
う
し
た
移
行
は
、
長
期
連
続
物

／
シ
リ
ー
ズ
物
ド
ラ
マ
の
制
作
で
は
、
テ
レ
ビ
局
の
ハ
イ
エ
ラ

ー
キ
ー
に
お
け
る
上
司
の
意
向
に
応
じ
て
、
登
場
人
物
や
プ
ロ

ッ
ト
を
加
工
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
脚
本
家
を
選
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
容
易
に
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
単
発
物
番
組
で
は
、「
創

造
的
作
家
精
神
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
な
お
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
代
表
例
が
ケ
ネ
ス
・
ロ
ー
チ
（Kenneth Loach

）
だ
っ
た
、
と

ポ
ー
タ
ー
は
言
う
（
二
一
）
。 

他
方
で
、
一
九
六
四
年
四
月
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
２
が
開
始
さ
れ
、
古
典

文
学
を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
（classic serial adaptation

）

の
た
め
の
新
た
な
時
間
帯
が
土
曜
日
の
夜
に
設
け
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
、
よ
り
長
い
作
品
を
番
組
の
素
材

と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
、
古
典
文

学
を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
と
り
わ
け
一
九
六
七
年
は
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
歴

史
の
転
換
点
と
な
っ
た
、
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
Ｂ
Ｂ
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Ｃ
で
は
、
最
後
の
モ
ノ
ク
ロ
で
の
古
典
文
学
を
翻
案
し
た
連
続

物
ド
ラ
マ
、「
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
物
語
」（The Forsyte Saga

）
が
放

送
さ
れ
て
評
判
と
な
り
、
ま
た
同
じ
年
の
一
二
月
に
、
古
典
文
学

を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
と
し
て
は
最
初
の
カ
ラ
ー
作
品
で

あ
る
「
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ
ア
」
が
放
送
さ
れ
た
か
ら
、
だ
っ
た

（
二
二
）
。 

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ー
が
、
後
期
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
の
イ
ギ
リ

ス
社
会
の
上
層
中
産
階
級
に
属
す
る
家
族
の
あ
り
よ
う
を
年
代

記
的
に
描
い
た
作
品
を
原
作
と
す
る
「
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
物
語
」
は
、

多
額
の
資
金
を
投
下
さ
れ
て
制
作
さ
れ
、
毎
回
五
十
分
で
全
二

十
六
回
だ
っ
た
。
各
回
が
千
八
百
万
人
以
上
の
視
聴
者
を
引
き

つ
け
（
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
は
五
千
四
百
九
十
六
万
人
だ

っ
た
）、
ア
メ
リ
カ
で
も
非
常
な
成
功
を
収
め
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
一
九
六
九
年
にNational Educational Television

（
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の

前
身
に
あ
た
る
）
で
放
送
さ
れ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
制
作
し
、
ア
メ
リ
カ

へ
販
売
さ
れ
た
連
続
物
ド
ラ
マ
と
し
て
、
ほ
ぼ
最
初
の
主
要
な

成
功
例
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
番
組
は
世
界
中
で
購
入
さ
れ
、

放
送
さ
れ
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
す
ら
含
ま
れ
て
お
り
、
世
界
全

体
で
一
億
六
千
万
人
が
見
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
二
三
）
。 

さ
ら
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
一
九
七
二
年
に
全
八
回
の
「
エ
ド
ワ
ー
ド

王
時
代
の
人
々
」（The Edw

ardians

）
を
放
送
し
、
や
は
り
大
き

な
成
功
を
収
め
た
。
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
、

ロ
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
ロ
イ
ス
な
ど
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
一
九

七
四
年
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、「
鷲
た
ち
の
墜
落
」（The Fall of Eagles

）

を
全
十
三
回
の
連
続
物
ド
ラ
マ
と
し
て
放
送
し
、
一
九
世
紀
半

ば
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
時
期
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝

を
描
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
視
聴
者
た
ち
は
、
明
ら
か
に
、
第

一
次
世
界
大
戦
前
の
「
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
」（
良
き
時
代
の
意
味
）

へ
の
嗜
好
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

他
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
制
作
し
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ

ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」（Upstairs, Dow

nstairs

）
が
、
各
回

五
十
分
、
全
七
十
五
回
で
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か

け
て
放
送
さ
れ
た
。
一
九
七
四
年
に
は
、
テ
ー
ム
ズ
・
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
の
制
作
し
た
「
ジ
ェ
ニ
ー
―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
夫

人
」（Jennie, Lady Randolph Churchill

）が
放
送
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
後
段
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執

筆
し
、
カ
ー
ル
ト
ン
が
制
作
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
、
一

九
七
五
年
に
放
送
さ
れ
た
。 

こ
う
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
ブ
ー
ム
」
は
、
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
い
て
労
働
党
と
保
守
党
の
双
方
が
、「
イ
ギ
リ
ス
病
」

と
呼
ば
れ
た
諸
問
題
に
対
処
す
る
政
治
的
意
志
を
失
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
、
ま
た
、
西
側
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
は
ず
の

ア
メ
リ
カ
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
に

直
面
し
て
混
迷
す
る
、
と
い
う
時
代
背
景
か
ら
生
じ
た
、
と
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
二
四
）
。
現
代
社
会
の
抱
え
る
問
題
か
ら
目

を
背
け
る
た
め
に
、
古
き
良
き
時
代
が
懐
か
し
ま
れ
た
の
だ
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
（
二
五
）
。 

 

（
二
）
一
九
七
〇
年
代
末
～
八
〇
年
代
初
に
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
批
判 

コ
リ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
に
イ
ギ

リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
で
制
作
さ
れ
た
歴
史
物
ド
ラ
マ
で
は
、
歴

史
は
、
他
の
何
よ
り
も
、「
個
人
」
を
主
軸
と
し
て
説
明
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
と
は
、
劇
的
な
生
涯
を
送
っ
た
人
物
た

ち
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
も
の
、
と
表
象
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
番
組
の
タ
イ
ト
ル
（「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」、「
ジ
ェ
ニ
ー
―
ラ

ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
夫
人
」
な
ど
）
も
、
こ
う
し
た
理
解
を

反
映
し
て
い
た
（
二
六
）
。
歴
史
物
に
限
ら
ず
一
般
的
に
、
一
九
七
〇

年
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
で
は
、「
高

度
の
公
的
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
与
え

ら
れ
る
の
は
番
組
中
の
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
演
じ
る
俳
優

た
ち
は
、
事
実
上
、
不
可
視
で
あ
り
、
匿
名
だ
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
二
七
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
中
心
と
し
て
ド
ラ
マ
番

組
を
構
築
す
る
こ
と
の
効
果
は
、「
世
界
は
、
階
級
、
制
度
、
利

益
集
団
の
間
で
の
複
雑
な
関
係
に
よ
っ
て
よ
り
は
、
自
由
行
動

者
（free agent

）
と
し
て
ふ
る
ま
う
個
人
の
行
動
を
通
じ
て
構
築

さ
れ
て
い
る
」
と
示
唆
す
る
こ
と
だ
っ
た
、
と
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
ガ

ー
は
指
摘
す
る
（
二
八
）
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
焦
点
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
個
人
の
動
機
や
感
覚
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
番

組
の
中
で
は
、
政
治
的
・
社
会
的
生
活
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
心
理
学
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Ｃ
で
は
、
最
後
の
モ
ノ
ク
ロ
で
の
古
典
文
学
を
翻
案
し
た
連
続

物
ド
ラ
マ
、「
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
物
語
」（The Forsyte Saga

）
が
放

送
さ
れ
て
評
判
と
な
り
、
ま
た
同
じ
年
の
一
二
月
に
、
古
典
文
学

を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
と
し
て
は
最
初
の
カ
ラ
ー
作
品
で

あ
る
「
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ
ア
」
が
放
送
さ
れ
た
か
ら
、
だ
っ
た

（
二
二
）
。 

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ー
が
、
後
期
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
の
イ
ギ
リ

ス
社
会
の
上
層
中
産
階
級
に
属
す
る
家
族
の
あ
り
よ
う
を
年
代

記
的
に
描
い
た
作
品
を
原
作
と
す
る
「
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
物
語
」
は
、

多
額
の
資
金
を
投
下
さ
れ
て
制
作
さ
れ
、
毎
回
五
十
分
で
全
二

十
六
回
だ
っ
た
。
各
回
が
千
八
百
万
人
以
上
の
視
聴
者
を
引
き

つ
け
（
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
は
五
千
四
百
九
十
六
万
人
だ

っ
た
）、
ア
メ
リ
カ
で
も
非
常
な
成
功
を
収
め
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
一
九
六
九
年
にNational Educational Television

（
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の

前
身
に
あ
た
る
）
で
放
送
さ
れ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
制
作
し
、
ア
メ
リ
カ

へ
販
売
さ
れ
た
連
続
物
ド
ラ
マ
と
し
て
、
ほ
ぼ
最
初
の
主
要
な

成
功
例
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
番
組
は
世
界
中
で
購
入
さ
れ
、

放
送
さ
れ
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
す
ら
含
ま
れ
て
お
り
、
世
界
全

体
で
一
億
六
千
万
人
が
見
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
二
三
）
。 

さ
ら
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
一
九
七
二
年
に
全
八
回
の
「
エ
ド
ワ
ー
ド

王
時
代
の
人
々
」（The Edw

ardians

）
を
放
送
し
、
や
は
り
大
き

な
成
功
を
収
め
た
。
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
、

ロ
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
ロ
イ
ス
な
ど
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
一
九

七
四
年
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、「
鷲
た
ち
の
墜
落
」（The Fall of Eagles

）

を
全
十
三
回
の
連
続
物
ド
ラ
マ
と
し
て
放
送
し
、
一
九
世
紀
半

ば
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
時
期
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝

を
描
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
視
聴
者
た
ち
は
、
明
ら
か
に
、
第

一
次
世
界
大
戦
前
の
「
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
」（
良
き
時
代
の
意
味
）

へ
の
嗜
好
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

他
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
の
制
作
し
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ

ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」（Upstairs, Dow

nstairs

）
が
、
各
回

五
十
分
、
全
七
十
五
回
で
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か

け
て
放
送
さ
れ
た
。
一
九
七
四
年
に
は
、
テ
ー
ム
ズ
・
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
の
制
作
し
た
「
ジ
ェ
ニ
ー
―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
夫

人
」（Jennie, Lady Randolph Churchill

）が
放
送
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
後
段
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執

筆
し
、
カ
ー
ル
ト
ン
が
制
作
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
、
一

九
七
五
年
に
放
送
さ
れ
た
。 

こ
う
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代
ブ
ー
ム
」
は
、
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
い
て
労
働
党
と
保
守
党
の
双
方
が
、「
イ
ギ
リ
ス
病
」

と
呼
ば
れ
た
諸
問
題
に
対
処
す
る
政
治
的
意
志
を
失
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
、
ま
た
、
西
側
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
は
ず
の

ア
メ
リ
カ
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
に

直
面
し
て
混
迷
す
る
、
と
い
う
時
代
背
景
か
ら
生
じ
た
、
と
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
二
四
）
。
現
代
社
会
の
抱
え
る
問
題
か
ら
目

を
背
け
る
た
め
に
、
古
き
良
き
時
代
が
懐
か
し
ま
れ
た
の
だ
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
（
二
五
）
。 

 

（
二
）
一
九
七
〇
年
代
末
～
八
〇
年
代
初
に
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
批
判 

コ
リ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
に
イ
ギ

リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
で
制
作
さ
れ
た
歴
史
物
ド
ラ
マ
で
は
、
歴

史
は
、
他
の
何
よ
り
も
、「
個
人
」
を
主
軸
と
し
て
説
明
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
と
は
、
劇
的
な
生
涯
を
送
っ
た
人
物
た

ち
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
も
の
、
と
表
象
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
番
組
の
タ
イ
ト
ル
（「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」、「
ジ
ェ
ニ
ー
―
ラ

ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
夫
人
」
な
ど
）
も
、
こ
う
し
た
理
解
を

反
映
し
て
い
た
（
二
六
）
。
歴
史
物
に
限
ら
ず
一
般
的
に
、
一
九
七
〇

年
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
で
は
、「
高

度
の
公
的
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
与
え

ら
れ
る
の
は
番
組
中
の
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
演
じ
る
俳
優

た
ち
は
、
事
実
上
、
不
可
視
で
あ
り
、
匿
名
だ
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
二
七
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
中
心
と
し
て
ド
ラ
マ
番

組
を
構
築
す
る
こ
と
の
効
果
は
、「
世
界
は
、
階
級
、
制
度
、
利

益
集
団
の
間
で
の
複
雑
な
関
係
に
よ
っ
て
よ
り
は
、
自
由
行
動

者
（free agent

）
と
し
て
ふ
る
ま
う
個
人
の
行
動
を
通
じ
て
構
築

さ
れ
て
い
る
」
と
示
唆
す
る
こ
と
だ
っ
た
、
と
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
ガ

ー
は
指
摘
す
る
（
二
八
）
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
焦
点
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
個
人
の
動
機
や
感
覚
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
番

組
の
中
で
は
、
政
治
的
・
社
会
的
生
活
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
心
理
学
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的
な
用
語
へ
と
変
換
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
世
界
に
お
け
る
、
あ

る
行
為
の
位
置
と
構
造
は
、
公
的
な
領
域
か
ら
私
的
な
領
域
へ

と
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。
称
賛
や
叱
責
は
行
為
者
で
は
な
く
行
為

に
向
け
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
の
一
般
的
な
命
題
が
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
で
は
完
全
に
逆
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
。 

ラ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
番
組
は
、
そ
の
構
成
の
さ
れ
方

（conception of program
m

ing
）
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
そ
の
社

会
的
条
件
の
設
定
（social setting
）
の
仕
方
に
お
い
て
も
、
テ
レ

ビ
と
視
聴
者
の
間
の
距
離
が
減
少
し
、
テ
レ
ビ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
た
ち
と
視
聴
者
の
双
方
が
共
通
の
経
験
の
宇
宙
の
中
に
い

る
、
と
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
テ
レ
ビ
が
日
常
生
活
の

単
な
る
延
長
で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
覚
が
生
じ
る
。
テ
レ
ビ
は
、

こ
う
し
た
擬
似
的
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
に
現
れ
る
人
々
と
、
そ
れ
を

見
る
人
々
の
間
の
社
会
的
距
離
を
縮
め
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
同
じ

番
組
を
見
て
い
る
人
々
の
間
の
社
会
的
距
離
感
を
縮
め
る
こ
と

も
意
味
す
る
。
過
去
の
階
層
化
さ
れ
た
社
会
で
は
、
権
力
者
と
の

接
触
は
頂
点
に
い
る
人
々
の
間
で
の
み
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

対
し
て
テ
レ
ビ
は
、
権
力
者
と
の
対
面
を
す
べ
て
の
人
に
可
能

に
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
社
会
的
距
離
の
感
覚
を
縮
小

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
は
権
力
の
感
覚
も
減
少
さ
せ
る
。

権
力
者
で
あ
っ
て
も
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
は
単
な
る
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
よ
う
に
見
え
、
視
聴
者
に
向
っ
て
彼
ら
自
身
を
個

人
的
に
、
ま
た
親
し
げ
に
さ
ら
け
出
し
、
語
り
か
け
る
た
め
に
、

視
聴
者
の
家
の
居
間
の
中
へ
電
子
的
に
転
送
（beam

）
さ
れ
て

く
る
。
過
去
の
伝
統
的
社
会
で
は
、
下
層
の
人
々
、
支
配
さ
れ
る

集
団
が
、
権
力
を
持
つ
人
々
の
面
前
に
参
上
し
た
。
つ
ま
り
、
国

王
や
首
長
が
「
お
目
見
え
」
を
行
い
、
彼
ら
の
顧
客
（constituency

）

が
彼
ら
の
下
へ
や
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
テ
レ
ビ
の
親

密
さ
の
構
造
は
逆
転
さ
せ
、
権
力
者
た
ち
が
視
聴
者
と
の
対
面

を
望
ん
で
い
る
、
と
の
幻
想
を
創
出
す
る
。
親
密
さ
を
通
じ
て
距

離
が
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
は
権
力
者
と
非
権
力
者
の
間
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
覆
う
べ
く
作
用
し
、
権
力
、
階
級
、
威
信
、
利
害
の

結
合
と
い
っ
た
も
の
が
、
相
対
的
に
無
傷
で
、
検
証
さ
れ
な
い
ま

ま
で
い
る
こ
と
を
確
実
に
し
た
、
と
ラ
ン
ガ
ー
は
言
う
。 

 

（
三
）
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
の
展
開
と
、
ア
メ
リ
カ
市
場 

一
九
八
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
ポ
ー
タ
ー
は
、
映
画
産
業
と

テ
レ
ビ
産
業
は
類
似
す
る
仕
方
で
利
益
の
増
大
を
図
り
、
資
本

か
ら
の
要
求
に
応
え
て
い
る
、
と
指
摘
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
産

業
と
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
の
テ
レ
ビ
組
織
に
な
っ
て
い

た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
、
経
済
組
織
と
し
て
の
あ
り
よ
う
（econom

ic 
form

ation

）
に
関
し
て
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（
当
時
の
テ
レ

ビ
業
界
は
、
概
し
て
指
令
経
済
型
だ
っ
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
し
た
資
本
か
ら
の
要
求
を
そ
れ
ぞ
れ
の
「
美
学
上
の
労
働
」

（aesthetic labour

）
に
押
し
付
け
る
仕
方
が
類
似
し
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
た
（
二
九
）
。す
な
わ
ち
、双
方
に
と
り
、第
一
期
に
は
、

関
連
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
販
売
が
経
済
的
に
重
要
だ
っ
た
。

第
二
期
に
は
、
独
占
が
寡
占
へ
と
変
化
し
た
。
第
三
期
に
は
寡
占

が
、
新
た
な
タ
イ
プ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
た
め
に
市
場
を
解
放

せ
よ
と
の
、
外
部
か
ら
の
経
済
的
あ
る
い
は
政
治
的
な
圧
力
に

さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
論
文
が
発
表
さ
れ
た
一

九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
国
際
的
映
画
産
業
と
イ
ギ
リ
ス
の

テ
レ
ビ
産
業
は
、
相
互
に
補
完
的
な
製
品
製
造
戦
略
を
立
て
て

い
た
が
、
将
来
的
に
は
、
国
際
的
映
画
産
業
と
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ

ビ
産
業
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
予
言
し
た
。
つ
ま

り
、
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
第
三
期
が
始
ま
る
、
と
。 

イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
は
、
そ
の
製
品
の
海
外
で
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
積
極
的
だ
っ
た
。
一
九
七
一

年
以
降
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
海
外
か
ら
の
収
入
は
劇
的
に
増

加
し
、
一
九
七
四
時
点
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
海
外
へ
の
テ
レ
ビ
番
組
の

主
要
な
配
給
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
第
二
位
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
と
っ
て
と
り
わ
け
て
重

要
だ
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
市
場
だ
っ
た
（
三
〇
）
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
ポ
ー
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ

レ
ビ
番
組
の
制
作
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
を
（
も
）
前
提
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
番
組
の
あ
り
よ
う
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
（
三
一
）
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス

の
テ
レ
ビ
業
界
は
今
や
、
外
国
の
顧
客
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の

顧
客
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴

史
と
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
、
幾
つ
か
の
家
族
向
け
シ
リ
ー
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的
な
用
語
へ
と
変
換
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
世
界
に
お
け
る
、
あ

る
行
為
の
位
置
と
構
造
は
、
公
的
な
領
域
か
ら
私
的
な
領
域
へ

と
移
動
さ
せ
ら
れ
る
。
称
賛
や
叱
責
は
行
為
者
で
は
な
く
行
為

に
向
け
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
の
一
般
的
な
命
題
が
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
で
は
完
全
に
逆
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
。 

ラ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
番
組
は
、
そ
の
構
成
の
さ
れ
方

（conception of program
m

ing

）
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
そ
の
社

会
的
条
件
の
設
定
（social setting

）
の
仕
方
に
お
い
て
も
、
テ
レ

ビ
と
視
聴
者
の
間
の
距
離
が
減
少
し
、
テ
レ
ビ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
た
ち
と
視
聴
者
の
双
方
が
共
通
の
経
験
の
宇
宙
の
中
に
い

る
、
と
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
テ
レ
ビ
が
日
常
生
活
の

単
な
る
延
長
で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
覚
が
生
じ
る
。
テ
レ
ビ
は
、

こ
う
し
た
擬
似
的
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
に
現
れ
る
人
々
と
、
そ
れ
を

見
る
人
々
の
間
の
社
会
的
距
離
を
縮
め
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
同
じ

番
組
を
見
て
い
る
人
々
の
間
の
社
会
的
距
離
感
を
縮
め
る
こ
と

も
意
味
す
る
。
過
去
の
階
層
化
さ
れ
た
社
会
で
は
、
権
力
者
と
の

接
触
は
頂
点
に
い
る
人
々
の
間
で
の
み
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

対
し
て
テ
レ
ビ
は
、
権
力
者
と
の
対
面
を
す
べ
て
の
人
に
可
能

に
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
社
会
的
距
離
の
感
覚
を
縮
小

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
は
権
力
の
感
覚
も
減
少
さ
せ
る
。

権
力
者
で
あ
っ
て
も
、
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
は
単
な
る
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
よ
う
に
見
え
、
視
聴
者
に
向
っ
て
彼
ら
自
身
を
個

人
的
に
、
ま
た
親
し
げ
に
さ
ら
け
出
し
、
語
り
か
け
る
た
め
に
、

視
聴
者
の
家
の
居
間
の
中
へ
電
子
的
に
転
送
（beam

）
さ
れ
て

く
る
。
過
去
の
伝
統
的
社
会
で
は
、
下
層
の
人
々
、
支
配
さ
れ
る

集
団
が
、
権
力
を
持
つ
人
々
の
面
前
に
参
上
し
た
。
つ
ま
り
、
国

王
や
首
長
が
「
お
目
見
え
」
を
行
い
、
彼
ら
の
顧
客
（constituency

）

が
彼
ら
の
下
へ
や
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
テ
レ
ビ
の
親

密
さ
の
構
造
は
逆
転
さ
せ
、
権
力
者
た
ち
が
視
聴
者
と
の
対
面

を
望
ん
で
い
る
、
と
の
幻
想
を
創
出
す
る
。
親
密
さ
を
通
じ
て
距

離
が
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
は
権
力
者
と
非
権
力
者
の
間
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
覆
う
べ
く
作
用
し
、
権
力
、
階
級
、
威
信
、
利
害
の

結
合
と
い
っ
た
も
の
が
、
相
対
的
に
無
傷
で
、
検
証
さ
れ
な
い
ま

ま
で
い
る
こ
と
を
確
実
に
し
た
、
と
ラ
ン
ガ
ー
は
言
う
。 

 
（
三
）
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
の
展
開
と
、
ア
メ
リ
カ
市
場 

一
九
八
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
ポ
ー
タ
ー
は
、
映
画
産
業
と

テ
レ
ビ
産
業
は
類
似
す
る
仕
方
で
利
益
の
増
大
を
図
り
、
資
本

か
ら
の
要
求
に
応
え
て
い
る
、
と
指
摘
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
産

業
と
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
の
テ
レ
ビ
組
織
に
な
っ
て
い

た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
、
経
済
組
織
と
し
て
の
あ
り
よ
う
（econom

ic 
form

ation

）
に
関
し
て
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（
当
時
の
テ
レ

ビ
業
界
は
、
概
し
て
指
令
経
済
型
だ
っ
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
し
た
資
本
か
ら
の
要
求
を
そ
れ
ぞ
れ
の
「
美
学
上
の
労
働
」

（aesthetic labour

）
に
押
し
付
け
る
仕
方
が
類
似
し
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
た
（
二
九
）
。す
な
わ
ち
、双
方
に
と
り
、第
一
期
に
は
、

関
連
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
販
売
が
経
済
的
に
重
要
だ
っ
た
。

第
二
期
に
は
、
独
占
が
寡
占
へ
と
変
化
し
た
。
第
三
期
に
は
寡
占

が
、
新
た
な
タ
イ
プ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
た
め
に
市
場
を
解
放

せ
よ
と
の
、
外
部
か
ら
の
経
済
的
あ
る
い
は
政
治
的
な
圧
力
に

さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
論
文
が
発
表
さ
れ
た
一

九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
国
際
的
映
画
産
業
と
イ
ギ
リ
ス
の

テ
レ
ビ
産
業
は
、
相
互
に
補
完
的
な
製
品
製
造
戦
略
を
立
て
て

い
た
が
、
将
来
的
に
は
、
国
際
的
映
画
産
業
と
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ

ビ
産
業
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
予
言
し
た
。
つ
ま

り
、
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
第
三
期
が
始
ま
る
、
と
。 

イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
は
、
そ
の
製
品
の
海
外
で
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
積
極
的
だ
っ
た
。
一
九
七
一

年
以
降
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
海
外
か
ら
の
収
入
は
劇
的
に
増

加
し
、
一
九
七
四
時
点
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
海
外
へ
の
テ
レ
ビ
番
組
の

主
要
な
配
給
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
第
二
位
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
と
っ
て
と
り
わ
け
て
重

要
だ
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
市
場
だ
っ
た
（
三
〇
）
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
ポ
ー
タ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ

レ
ビ
番
組
の
制
作
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
を
（
も
）
前
提
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
番
組
の
あ
り
よ
う
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
（
三
一
）
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス

の
テ
レ
ビ
業
界
は
今
や
、
外
国
の
顧
客
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の

顧
客
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴

史
と
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
、
幾
つ
か
の
家
族
向
け
シ
リ
ー
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ズ
番
組
を
制
作
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
虚
構
あ
る
い
は
事
実
に

基
づ
い
た
過
去
の
時
代
（a fictionalized or factionalized past

）

に
設
定
さ
れ
、
王
室
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ヘ

ン
リ
ー
八
世
の
六
人
の
妻
た
ち
」、「
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
」、「
エ
ド

ワ
ー
ド
七
世
」、「
エ
ド
ワ
ー
ド
と
シ
ン
プ
ソ
ン
夫
人
」
な
ど
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
貴
族
階
級
や
、
王
族
に
と
っ
て
の
女
性
の
腹
心

の
友
人
（confidante

）
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の
も
あ
り
、「
最

初
の
チ
ャ
ー
チ
ル
家
の
人
々
」、「
デ
ュ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
公

爵
夫
人
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ

渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
影
響
を
与
え
た
女
性
に
焦
点
を
合

わ
せ
る
も
の
も
あ
り
、「
ジ
ェ
ニ
ー
―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ

ル
夫
人
」、「
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ス
タ
ー
」
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
家
族
向
け
シ
リ
ー
ズ
番
組
の
多
く
が
ア
メ
リ
カ
の
有

名
大
企
業
か
ら
の
共
同
出
資
を
得
て
制
作
さ
れ
て
お
り
（
モ
ー

ビ
ル
、
エ
ク
ソ
ン
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

モ
ル
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
生

命
保
険
協
会
な
ど
）、
さ
ら
に
そ
の
大
半
が
、
モ
ー
ビ
ル
が
ス
ポ

ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の
「
傑
作
劇
場
」（M

asterpiece 

Theater

）
で
放
送
さ
れ
た
。 

ポ
ー
タ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
を
本
拠
地
と
す
る
多
国
籍
企
業
か

ら
の
こ
う
し
た
影
響
力
が
、「
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に

明
瞭
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
歪
み
を
与
え
て
き
た
」
と
言
う
（
三
二
）
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
偉
大
な
男
女
の
役
割
を
強
調
し
、
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
上
で
王
党
派
や
資
本
家
が
業
績
を
上
げ
た
瞬
間
に
ハ
イ

ラ
イ
ト
を
当
て
、
他
の
瞬
間
を
犠
牲
に
し
て
き
た
、
と
。
と
り
わ

け
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
は
「
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
て
政
治
化
さ
れ
た
視

角
」
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
大
西
洋
を
ま
た
ぐ
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
を
接
合
し
よ
う
と
し
始
め
る
。
そ
れ
は
「
ジ
ェ
ニ
ー

―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
夫
人
」
や
「
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ス
タ

ー
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
用
い
て
女
性
視
聴
者
を
狙
い
、
逆
に
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
や
ト
ー
マ
ス
・
ペ
イ
ン
の
よ
う
な
、
宗
教
的

あ
る
い
は
政
治
的
な
自
由
を
求
め
て
逆
方
向
に
移
動
し
た
人
物

は
無
視
し
た
。
こ
れ
ら
の
番
組
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
ポ
ー
タ
ー

に
よ
れ
ば
、
権
力
者
た
ち
は
人
間
的
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
人
道
的

で
さ
え
あ
り
、
従
っ
て
我
々
は
彼
ら
の
権
威
を
受
け
入
れ
る
べ

き
だ
、
と
の
主
張
だ
っ
た
。
権
力
者
た
ち
の
弱
点
は
単
な
る
ご
愛

嬌
だ
と
さ
れ
、
彼
ら
の
権
力
は
決
し
て
真
剣
に
は
吟
味
さ
れ
な

い
。「
社
会
の
真
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
資
本
家
と
労
働
者
の
階

級
闘
争
」
は
、
常
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
、
と
。 

 

（
四
）「
傑
作
劇
場
」 

そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の
「
傑
作
劇
場
」
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。
レ
ベ
ッ
カ
・
イ
ー
ト
ン
は
、

「
ブ
ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
ふ
た
た
び
」
の
放
送
を
顕
著
な
例
外
と
し

て
、
一
九
七
一
年
一
月
一
〇
日
に
Ｐ
Ｂ
Ｓ
で
始
ま
っ
た
「
傑
作
劇

場
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
及
び
Ｉ
Ｔ
Ｖ
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
「
唯
一
の
本
当
の
意
味
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
だ
っ
た
、

と
言
う
（
三
三
）
。 

こ
れ
に
対
し
て
モ
ン
ク
は
、「
傑
作
劇
場
」
は
、
ア
メ
リ
カ
社

会
の
視
聴
者
が
イ
ギ
リ
ス
の
時
代
物
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
を
享
受

す
る
た
め
の
「
国
家
を
超
え
た
資
金
提
供
と
配
給
の
制
度
的
モ

デ
ル
」
を
確
立
し
た
、
と
指
摘
す
る
（
三
四
）
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

「
傑
作
劇
場
」
は
、
自
ら
が
番
組
の
制
作
と
提
供
の
主
体
で
あ
る

か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
ア
メ
リ
カ
の
視
聴
者
に
振
り
ま
い
て

い
る
が
、
実
際
に
は
同
番
組
は
、
ボ
ス
ト
ン
を
本
拠
地
に
す
る
公

的
放
送
局
Ｗ
Ｇ
Ｂ
Ｈ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
制
作
者

た
ち
の
間
で
の
「
配
給
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
制
作
資
金
調
達
の

た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
。 

以
下
で
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
バ
ト
ラ
ー
の
作
品
が
ど
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
メ
リ
カ
社
会
に
提
示
さ
れ
た
の
か
に

目
配
り
し
な
が
ら
、「
傑
作
劇
場
」
の
歩
み
を
概
観
す
る
。
ま
ず

同
番
組
に
よ
っ
て
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
制
作

し
た
「
最
初
の
チ
ャ
ー
チ
ル
家
の
人
々
」
だ
っ
た
。
テ
レ
ン
ス
・

オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
、

「
こ
れ
ま
で
と
は
質
と
多
様
性
の
点
で
比
較
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
イ
ギ
リ
ス
発
ド
ラ
マ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
西
に

向
っ
て
の
流
れ
」
が
生
じ
た
、
と
言
う
（
三
五
）
。
こ
れ
以
降
「
傑
作

劇
場
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
・
現
代
文
学
作
品
を
素
材
と
す
る

テ
レ
ビ
番
組
を
安
定
し
て
取
り
上
げ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
う
し
た
番
組
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
現
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、

オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
三
六
）
。
一
九
七

50



ズ
番
組
を
制
作
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
虚
構
あ
る
い
は
事
実
に

基
づ
い
た
過
去
の
時
代
（a fictionalized or factionalized past
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ソ
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。
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、
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、
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の
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心

の
友
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も
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も
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り
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ー
チ
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家
の
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」、「
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ュ
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・
ス
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の
公
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夫
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ど
が
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に
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る
。
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メ
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渡
り
、
イ
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の
政
治
に
影
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を
与
え
た
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に
焦
点
を
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せ
る
も
の
も
あ
り
、「
ジ
ェ
ニ
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―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ

ル
夫
人
」、「
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ス
タ
ー
」
な
ど
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あ
る
。
そ
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て
、

こ
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ら
の
家
族
向
け
シ
リ
ー
ズ
番
組
の
多
く
が
ア
メ
リ
カ
の
有

名
大
企
業
か
ら
の
共
同
出
資
を
得
て
制
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さ
れ
て
お
り
（
モ
ー

ビ
ル
、
エ
ク
ソ
ン
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
ゼ
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ッ
ク
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、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

モ
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ギ
ャ
ラ
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ラ
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、
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ト
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ポ
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タ
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生

命
保
険
協
会
な
ど
）、
さ
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に
そ
の
大
半
が
、
モ
ー
ビ
ル
が
ス
ポ

ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
の
「
傑
作
劇
場
」（M

asterpiece 

Theater

）
で
放
送
さ
れ
た
。 

ポ
ー
タ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
を
本
拠
地
と
す
る
多
国
籍
企
業
か

ら
の
こ
う
し
た
影
響
力
が
、「
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
に

明
瞭
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
歪
み
を
与
え
て
き
た
」
と
言
う
（
三
二
）
。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
偉
大
な
男
女
の
役
割
を
強
調
し
、
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
上
で
王
党
派
や
資
本
家
が
業
績
を
上
げ
た
瞬
間
に
ハ
イ

ラ
イ
ト
を
当
て
、
他
の
瞬
間
を
犠
牲
に
し
て
き
た
、
と
。
と
り
わ

け
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
は
「
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
て
政
治
化
さ
れ
た
視

角
」
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
大
西
洋
を
ま
た
ぐ
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
を
接
合
し
よ
う
と
し
始
め
る
。
そ
れ
は
「
ジ
ェ
ニ
ー

―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
夫
人
」
や
「
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ス
タ

ー
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
用
い
て
女
性
視
聴
者
を
狙
い
、
逆
に
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
や
ト
ー
マ
ス
・
ペ
イ
ン
の
よ
う
な
、
宗
教
的

あ
る
い
は
政
治
的
な
自
由
を
求
め
て
逆
方
向
に
移
動
し
た
人
物

は
無
視
し
た
。
こ
れ
ら
の
番
組
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
ポ
ー
タ
ー

に
よ
れ
ば
、
権
力
者
た
ち
は
人
間
的
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
人
道
的

で
さ
え
あ
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、
従
っ
て
我
々
は
彼
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の
権
威
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受
け
入
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き
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さ
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真
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ち
、
資
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家
と
労
働
者
の
階

級
闘
争
」
は
、
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に
置
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去
り
に
さ
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た
、
と
。 
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、
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よ
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、
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す
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エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
西
に

向
っ
て
の
流
れ
」
が
生
じ
た
、
と
言
う
（
三
五
）
。
こ
れ
以
降
「
傑
作

劇
場
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
・
現
代
文
学
作
品
を
素
材
と
す
る

テ
レ
ビ
番
組
を
安
定
し
て
取
り
上
げ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
う
し
た
番
組
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
現
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、

オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
三
六
）
。
一
九
七
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〇
年
代
初
頭
の
時
点
で
、
若
年
の
視
聴
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
指
向
が
強
ま
り
過
ぎ
た
せ
い
で
、
ア
メ
リ
カ
の
商
業
テ
レ
ビ

局
が
提
供
す
る
娯
楽
番
組
の
質
は
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
Ｗ
Ｇ
Ｂ
Ｈ
の
一
部
関
係
者
が
目
指
し
た
の
は
、「
偉
大

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
や
重
要
な
伝
記
作
品
を
素
材
と
す
る
番

組
を
放
送
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
、
テ
レ
ビ
の
劇
場

（playhouse

）」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
文
芸

大
作
を
映
画
と
い
う
形
式
で
表
現
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
傑
作
劇
場
」
は
、「
世
界
の
最
も
偉
大
な

物
語
作
家
た
ち
に
、
彼
ら
の
作
品
の
た
め
の
、
よ
り
広
い
キ
ャ
ン

ヴ
ァ
ス
を
与
え
る
よ
う
な
、
比
較
的
短
期
の
テ
レ
ビ
番
組
枠
を

提
示
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
た
、
と
。 

オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
一
九
七
一
年
に
「
傑
作
劇
場
」
が
始
ま
っ

て
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
の
期
間
を
五
つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
、
ど
の
作
品
が
、
い
つ
放
送
さ
れ
た
の
か
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
通
観
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
側
が
、
イ
ギ
リ
ス
側

の
誰
が
制
作
し
た
番
組
を
い
つ
購
入
し
た
か
、
あ
る
い
は
イ
ギ

リ
ス
側
の
誰
に
番
組
の
制
作
を
委
ね
た
の
か
に
関
し
て
、
興
味

深
い
幾
つ
か
の
事
実
が
看
取
さ
れ
る
。 

ま
ず
、「
シ
ー
ズ
ン
１
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
５
」
ま
で
（
一
九

七
一
年
一
月
一
〇
日
か
ら
一
九
七
六
年
五
月
三
〇
日
ま
で
）
の

五
年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
三
十
三
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

Ｂ
Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
五

作
品
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
三
シ
リ
ー
ズ

が
放
送
さ
れ
、「
傑
作
劇
場
」
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
定
着
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン

ス
テ
ア
ズ
」
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
（
三
七
）
。 

最
初
期
の
「
傑
作
劇
場
」
に
と
り
、
作
り
手
の
イ
ギ
リ
ス
側
で

最
も
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ク
ス
ワ

ー
ス
（John Hawksworth

）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
元

来
は
画
家
だ
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
に
軍
務
を
終
え
た
後
、
シ
ョ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
へ
入
っ
た
。
映
画
「
第
三
の
男
」（
一
九
四

九
年
公
開
）
の
美
術
監
督
を
務
め
る
な
ど
し
た
後
、
一
九
六
〇
年

代
に
テ
レ
ビ
業
界
へ
転
じ
て
い
る
。「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ

ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
い
わ
ば
仕
掛
け
人
で
あ
り
、
そ
の
制
作
者
、
ま

た
、
複
数
い
た
脚
本
家
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
や
が
て
彼
は
イ
ギ

リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
の
「
大
立
者
」
と
な
る
。
オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ

に
よ
れ
ば
、「
傑
作
劇
場
」
の
最
初
の
二
十
五
年
間
で
ホ
ー
ク
ス

ワ
ー
ス
が
制
作
者
な
い
し
脚
本
家
と
し
て
関
わ
っ
た
番
組
は
百

二
十
七
時
間
分
に
及
ん
だ
（
三
八
）
。 

次
に
、「
シ
ー
ズ
ン
６
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
１
０
」
ま
で
（
一

九
七
六
年
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
一
九
八
一
年
四
月
二
六
日
ま
で
）

の
五
年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
二
十
三
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
Ｂ
Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
、

な
お
、
七
作
品
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
も
、

「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
第
四
シ
リ
ー
ズ
が

放
送
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
、
バ
ト
ラ
ー
が

脚
本
を
執
筆
し
た
「
リ
リ
ー
」
が
一
九
七
九
年
三
月
一
一
日
か
ら

六
月
三
日
に
か
け
て
放
送
さ
れ
、
同
じ
く
「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ

マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」
が
一
九
八
〇
年
六
月
一
日
か
ら
六
月
二

二
日
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
（
三
九
）
。 

「
シ
ー
ズ
ン
１
１
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
１
５
」
ま
で
（
一
九
八

一
年
一
〇
月
四
日
か
ら
一
九
八
六
年
六
月
二
九
日
ま
で
）
の
五

年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
二
十
七
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ｂ

Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
十
六

作
品
で
、
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作
品
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
作
品
の
数
を

初
め
て
上
回
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆

し
た
「
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
が
一
九
八
六
年

一
月
二
六
日
か
ら
三
月
二
日
に
か
け
て
放
送
さ
れ
て
い
る
（
四
〇
）
。 

「
シ
ー
ズ
ン
１
６
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
２
０
」
ま
で
（
一
九
八

六
年
一
〇
月
一
九
日
か
ら
一
九
九
一
年
六
月
二
日
ま
で
）
の
五

年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
四
十
二
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ｂ

Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
二
十

三
作
品
で
、
先
の
五
年
間
に
続
い
て
、
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作

品
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
作
品
の
数
を
上
回
っ
た
（
四
一
）
。 

「
シ
ー
ズ
ン
２
１
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
２
５
」
ま
で
（
一
九
九

一
年
一
〇
月
一
三
日
か
ら
一
九
九
六
年
半
ば
ま
で
）
の
五
年
間

に
放
送
さ
れ
た
の
は
五
十
二
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ｂ
Ｂ
Ｃ

以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
二
十
五
作

品
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
作
品
の
数
と
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
数
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〇
年
代
初
頭
の
時
点
で
、
若
年
の
視
聴
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
指
向
が
強
ま
り
過
ぎ
た
せ
い
で
、
ア
メ
リ
カ
の
商
業
テ
レ
ビ

局
が
提
供
す
る
娯
楽
番
組
の
質
は
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
Ｗ
Ｇ
Ｂ
Ｈ
の
一
部
関
係
者
が
目
指
し
た
の
は
、「
偉
大

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
や
重
要
な
伝
記
作
品
を
素
材
と
す
る
番

組
を
放
送
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
、
テ
レ
ビ
の
劇
場

（playhouse

）」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
文
芸

大
作
を
映
画
と
い
う
形
式
で
表
現
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
傑
作
劇
場
」
は
、「
世
界
の
最
も
偉
大
な

物
語
作
家
た
ち
に
、
彼
ら
の
作
品
の
た
め
の
、
よ
り
広
い
キ
ャ
ン

ヴ
ァ
ス
を
与
え
る
よ
う
な
、
比
較
的
短
期
の
テ
レ
ビ
番
組
枠
を

提
示
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
た
、
と
。 

オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
一
九
七
一
年
に
「
傑
作
劇
場
」
が
始
ま
っ

て
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
の
期
間
を
五
つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
、
ど
の
作
品
が
、
い
つ
放
送
さ
れ
た
の
か
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
通
観
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
側
が
、
イ
ギ
リ
ス
側

の
誰
が
制
作
し
た
番
組
を
い
つ
購
入
し
た
か
、
あ
る
い
は
イ
ギ

リ
ス
側
の
誰
に
番
組
の
制
作
を
委
ね
た
の
か
に
関
し
て
、
興
味

深
い
幾
つ
か
の
事
実
が
看
取
さ
れ
る
。 

ま
ず
、「
シ
ー
ズ
ン
１
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
５
」
ま
で
（
一
九

七
一
年
一
月
一
〇
日
か
ら
一
九
七
六
年
五
月
三
〇
日
ま
で
）
の

五
年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
三
十
三
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

Ｂ
Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
五

作
品
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
三
シ
リ
ー
ズ

が
放
送
さ
れ
、「
傑
作
劇
場
」
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
定
着
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン

ス
テ
ア
ズ
」
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
（
三
七
）
。 

最
初
期
の
「
傑
作
劇
場
」
に
と
り
、
作
り
手
の
イ
ギ
リ
ス
側
で

最
も
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ク
ス
ワ

ー
ス
（John Hawksworth

）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
元

来
は
画
家
だ
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
に
軍
務
を
終
え
た
後
、
シ
ョ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
へ
入
っ
た
。
映
画
「
第
三
の
男
」（
一
九
四

九
年
公
開
）
の
美
術
監
督
を
務
め
る
な
ど
し
た
後
、
一
九
六
〇
年

代
に
テ
レ
ビ
業
界
へ
転
じ
て
い
る
。「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ

ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
い
わ
ば
仕
掛
け
人
で
あ
り
、
そ
の
制
作
者
、
ま

た
、
複
数
い
た
脚
本
家
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
や
が
て
彼
は
イ
ギ

リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
の
「
大
立
者
」
と
な
る
。
オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ

に
よ
れ
ば
、「
傑
作
劇
場
」
の
最
初
の
二
十
五
年
間
で
ホ
ー
ク
ス

ワ
ー
ス
が
制
作
者
な
い
し
脚
本
家
と
し
て
関
わ
っ
た
番
組
は
百

二
十
七
時
間
分
に
及
ん
だ
（
三
八
）
。 

次
に
、「
シ
ー
ズ
ン
６
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
１
０
」
ま
で
（
一

九
七
六
年
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
一
九
八
一
年
四
月
二
六
日
ま
で
）

の
五
年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
二
十
三
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
Ｂ
Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
、

な
お
、
七
作
品
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
も
、

「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
第
四
シ
リ
ー
ズ
が

放
送
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
、
バ
ト
ラ
ー
が

脚
本
を
執
筆
し
た
「
リ
リ
ー
」
が
一
九
七
九
年
三
月
一
一
日
か
ら

六
月
三
日
に
か
け
て
放
送
さ
れ
、
同
じ
く
「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ

マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」
が
一
九
八
〇
年
六
月
一
日
か
ら
六
月
二

二
日
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
（
三
九
）
。 

「
シ
ー
ズ
ン
１
１
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
１
５
」
ま
で
（
一
九
八

一
年
一
〇
月
四
日
か
ら
一
九
八
六
年
六
月
二
九
日
ま
で
）
の
五

年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
二
十
七
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ｂ

Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
十
六

作
品
で
、
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作
品
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
作
品
の
数
を

初
め
て
上
回
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆

し
た
「
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
が
一
九
八
六
年

一
月
二
六
日
か
ら
三
月
二
日
に
か
け
て
放
送
さ
れ
て
い
る
（
四
〇
）
。 

「
シ
ー
ズ
ン
１
６
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
２
０
」
ま
で
（
一
九
八

六
年
一
〇
月
一
九
日
か
ら
一
九
九
一
年
六
月
二
日
ま
で
）
の
五

年
間
に
放
送
さ
れ
た
の
は
四
十
二
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ｂ

Ｂ
Ｃ
以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
二
十

三
作
品
で
、
先
の
五
年
間
に
続
い
て
、
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作

品
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
作
品
の
数
を
上
回
っ
た
（
四
一
）
。 

「
シ
ー
ズ
ン
２
１
」
か
ら
「
シ
ー
ズ
ン
２
５
」
ま
で
（
一
九
九

一
年
一
〇
月
一
三
日
か
ら
一
九
九
六
年
半
ば
ま
で
）
の
五
年
間

に
放
送
さ
れ
た
の
は
五
十
二
作
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
Ｂ
Ｂ
Ｃ

以
外
の
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
も
の
は
二
十
五
作

品
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
作
品
の
数
と
商
業
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
数
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が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
た
（
四
二
）
。 

お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
側
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
商
業
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
商
業
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
の
間
で
競
争
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
番
組
の
購
入
な
い
し
は
制
作
を
発
注
す
る
件
数
を
、
両
者
の

間
で
均
衡
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
極
め
付
き
の

ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
番
組
の
制
作
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
期
待
し
つ
つ
、
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
指
向
を
備
え
て
い
る
は
ず
の
商
業
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
に
は
視
聴
率
を
期
待
し
得
る
番
組
（
例
え
ば
、「
ア

ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
な
ど
）
を
提
供
さ
せ
、「
傑

作
劇
場
」
の
活
力
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
、

と
想
像
さ
れ
る
。 

 

四 

バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た
五
つ
の
歴
史
物
ド
ラ
マ

作
品 

 

（
一
）「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」（The Strauss Fam

ily

） 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ル
ツ
王
一
族
」

に
つ
い
て
の
番
組
で
あ
り
、
高
額
の
予
算
を
投
入
し
て
Ａ
Ｔ
Ｖ

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
二
年
一
一
月

七
日
か
ら
一
二
月
一
九
日
に
か
け
て
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が
放
送
し
、
全
八

話
で
四
百
八
分
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
七
三
年
五
月
五

日
か
ら
一
九
七
三
年
六
月
一
六
日
に
か
け
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
放
送
し

た
（「
傑
作
劇
場
」
で
は
な
い
）。
十
九
世
紀
ウ
ィ
ー
ン
の
作
曲
家

王
朝
の
八
十
年
に
わ
た
る
生
活
、
愛
情
、
キ
ャ
リ
ア
を
め
ぐ
る
ラ

イ
バ
ル
関
係
を
ド
ラ
マ
化
し
て
い
る
（
四
三
）
。 

モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け
る
「
長

い
一
九
七
〇
年
代
」
の
明
確
な
傾
向
の
一
つ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

学
の
古
典
作
品
を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
の
流
行
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
撮
影
の
開
始
と
と
も
に
到
来
し
、
ロ
ケ
撮
影
が

普
通
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
「
離
陸
」
し
た
、
と
さ

れ
る
。
ロ
ケ
撮
影
は
、
時
代
物
ド
ラ
マ
一
般
の
チ
ャ
ン
ス
を
大
幅

に
広
げ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
ロ
ケ
撮
影
に
よ
り
、
現
実
の
イ
ギ

リ
ス
の
風
景
や
歴
史
的
名
所
を
被
写
体
と
し
て
国
際
市
場
向
け

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
、
だ
っ
た
。
こ
う
し
た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
の
傾
向
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
に
つ
い
て
議
論
し
、
一
九
七
三
年
一
月
一
日
に
そ
れ
に
加

わ
っ
た
時
期
と
一
致
し
お
り
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
の
イ

ギ
リ
ス
人
た
ち
の
旅
行
が
、
す
べ
て
の
社
会
階
層
を
通
じ
て
一

般
化
し
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
。「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」

は
、
一
般
視
聴
者
向
け
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
素
材
と
す
る
歴
史

物
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
く
先
が
け
と
な
っ
た
（
四
四
）
。 

従
っ
て
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
は
、
基
本
的
に
は
ス
タ
ジ
オ

撮
影
で
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
現
地
で
の
ロ
ケ
撮
影

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
番
組
の
中
で
使
用
さ
れ
た
曲
目

の
演
奏
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
担

当
し
た
。
父
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
正
妻
で
あ
る
ア
ン
ナ
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
役
を
演
じ
た
ア
ン
ヌ
・
ス
タ
リ
ブ
ラ
ス
（Anne 

Stallybrass

）
が
、
英
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
の
最
優

秀
女
優
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。 

脚
本
家
は
三
人
お
り
、
第
一
、
三
、
四
話
を
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ス

キ
ー
ン
（Anthony Skene

）
が
、
第
二
話
を
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

リ
ー
ド
（David Reid

）
が
、
そ
し
て
第
五
、
六
、
七
、
八
話
を

バ
ト
ラ
ー
が
担
当
し
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
バ
ト
ラ
ー
は

そ
れ
ま
で
主
と
し
て
俳
優
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
き
た

が
、
こ
の
番
組
で
初
め
て
、
番
組
全
体
の
主
要
な
脚
本
執
筆
者
に

な
っ
た
。
こ
の
作
品
は
大
き
な
成
功
を
収
め
た
が
、
バ
ト
ラ
ー
の

担
当
し
た
回
の
評
価
が
と
り
わ
け
て
高
く
、
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ

ラ
の
脚
本
家
と
し
て
の
バ
ト
ラ
ー
の
道
を
準
備
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
が
放
送
さ
れ
て
か
ら
約
二
年
半
後

の
一
九
七
五
年
半
ば
に
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
が
放
送
さ
れ
て
お

り
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
の
制
作
者
た
ち
は
、
後
に
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
女
王
／
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
生
涯
を
番
組
化
す
る
可
能

性
を
、
そ
れ
な
り
に
意
識
し
て
い
た
の
で
は
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

両
番
組
の
基
本
的
な
構
造
が
重
要
な
点
で
似
通
っ
て
い
る
か
ら
、

で
あ
る
。「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
の
も
う
一
人
の
主
役
は
、
実

は
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
だ
っ
た
。
彼
が
皇
帝
だ
っ
た
一

九
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
の
歴
史
と
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
／
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時

代
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
歴
史
自
体
が
、
並
行
関
係
に
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
（
一
八
三
〇
―
一
九
一
六
）
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が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
た
（
四
二
）
。 

お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
側
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
商
業
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
商
業
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
の
間
で
競
争
意
識
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
番
組
の
購
入
な
い
し
は
制
作
を
発
注
す
る
件
数
を
、
両
者
の

間
で
均
衡
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
極
め
付
き
の

ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
番
組
の
制
作
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
期
待
し
つ
つ
、
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
指
向
を
備
え
て
い
る
は
ず
の
商
業
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
に
は
視
聴
率
を
期
待
し
得
る
番
組
（
例
え
ば
、「
ア

ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
な
ど
）
を
提
供
さ
せ
、「
傑

作
劇
場
」
の
活
力
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
、

と
想
像
さ
れ
る
。 

 

四 

バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た
五
つ
の
歴
史
物
ド
ラ
マ

作
品 

 

（
一
）「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」（The Strauss Fam

ily

） 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ル
ツ
王
一
族
」

に
つ
い
て
の
番
組
で
あ
り
、
高
額
の
予
算
を
投
入
し
て
Ａ
Ｔ
Ｖ

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
二
年
一
一
月

七
日
か
ら
一
二
月
一
九
日
に
か
け
て
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が
放
送
し
、
全
八

話
で
四
百
八
分
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
七
三
年
五
月
五

日
か
ら
一
九
七
三
年
六
月
一
六
日
に
か
け
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
放
送
し

た
（「
傑
作
劇
場
」
で
は
な
い
）。
十
九
世
紀
ウ
ィ
ー
ン
の
作
曲
家

王
朝
の
八
十
年
に
わ
た
る
生
活
、
愛
情
、
キ
ャ
リ
ア
を
め
ぐ
る
ラ

イ
バ
ル
関
係
を
ド
ラ
マ
化
し
て
い
る
（
四
三
）
。 

モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け
る
「
長

い
一
九
七
〇
年
代
」
の
明
確
な
傾
向
の
一
つ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

学
の
古
典
作
品
を
翻
案
し
た
連
続
物
ド
ラ
マ
の
流
行
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
撮
影
の
開
始
と
と
も
に
到
来
し
、
ロ
ケ
撮
影
が

普
通
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
「
離
陸
」
し
た
、
と
さ

れ
る
。
ロ
ケ
撮
影
は
、
時
代
物
ド
ラ
マ
一
般
の
チ
ャ
ン
ス
を
大
幅

に
広
げ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
ロ
ケ
撮
影
に
よ
り
、
現
実
の
イ
ギ

リ
ス
の
風
景
や
歴
史
的
名
所
を
被
写
体
と
し
て
国
際
市
場
向
け

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
、
だ
っ
た
。
こ
う
し
た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
の
傾
向
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
に
つ
い
て
議
論
し
、
一
九
七
三
年
一
月
一
日
に
そ
れ
に
加

わ
っ
た
時
期
と
一
致
し
お
り
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
の
イ

ギ
リ
ス
人
た
ち
の
旅
行
が
、
す
べ
て
の
社
会
階
層
を
通
じ
て
一

般
化
し
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
。「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」

は
、
一
般
視
聴
者
向
け
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
素
材
と
す
る
歴
史

物
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
く
先
が
け
と
な
っ
た
（
四
四
）
。 

従
っ
て
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
は
、
基
本
的
に
は
ス
タ
ジ
オ

撮
影
で
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
現
地
で
の
ロ
ケ
撮
影

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
番
組
の
中
で
使
用
さ
れ
た
曲
目

の
演
奏
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
担

当
し
た
。
父
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
正
妻
で
あ
る
ア
ン
ナ
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
役
を
演
じ
た
ア
ン
ヌ
・
ス
タ
リ
ブ
ラ
ス
（Anne 

Stallybrass

）
が
、
英
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
の
最
優

秀
女
優
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。 

脚
本
家
は
三
人
お
り
、
第
一
、
三
、
四
話
を
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ス

キ
ー
ン
（Anthony Skene

）
が
、
第
二
話
を
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

リ
ー
ド
（David Reid

）
が
、
そ
し
て
第
五
、
六
、
七
、
八
話
を

バ
ト
ラ
ー
が
担
当
し
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
バ
ト
ラ
ー
は

そ
れ
ま
で
主
と
し
て
俳
優
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
き
た

が
、
こ
の
番
組
で
初
め
て
、
番
組
全
体
の
主
要
な
脚
本
執
筆
者
に

な
っ
た
。
こ
の
作
品
は
大
き
な
成
功
を
収
め
た
が
、
バ
ト
ラ
ー
の

担
当
し
た
回
の
評
価
が
と
り
わ
け
て
高
く
、
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ

ラ
の
脚
本
家
と
し
て
の
バ
ト
ラ
ー
の
道
を
準
備
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
が
放
送
さ
れ
て
か
ら
約
二
年
半
後

の
一
九
七
五
年
半
ば
に
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
が
放
送
さ
れ
て
お

り
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
の
制
作
者
た
ち
は
、
後
に
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
女
王
／
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
生
涯
を
番
組
化
す
る
可
能

性
を
、
そ
れ
な
り
に
意
識
し
て
い
た
の
で
は
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

両
番
組
の
基
本
的
な
構
造
が
重
要
な
点
で
似
通
っ
て
い
る
か
ら
、

で
あ
る
。「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
の
も
う
一
人
の
主
役
は
、
実

は
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
だ
っ
た
。
彼
が
皇
帝
だ
っ
た
一

九
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
の
歴
史
と
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
／
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時

代
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
歴
史
自
体
が
、
並
行
関
係
に
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
（
一
八
三
〇
―
一
九
一
六
）
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お
よ
び
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
（
一
八
一
九
―
一
九
〇
一
）
と
、「
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
の
主
役
で
あ
る
子
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

（
一
八
二
五
―
一
八
九
九
）
は
、
ほ
ぼ
同
世
代
だ
っ
た
。
ま
た
、

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
で
は
、
父
ヨ
ハ
ン
と
子
ヨ
ハ
ン
の
間
の

確
執
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
と
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
間
の
そ
れ
が
描
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。 

 

（
二
）「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」（Edward the Seventh

） 

一
九
七
五
年
に
カ
ー
ル
ト
ン
が
二
百
万
ポ
ン
ド
を
か
け
て
制

作
し
（
四
五
）
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
五
年
四
月
一
日
か
ら
七
月

一
日
に
か
け
て
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が
放
送
し
た
。
全
十
三
話
、
六
百
五
十
分

で
あ
る
。「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
技
術
、

演
出
、
主
演
俳
優
た
ち
の
演
技
な
ど
に
関
し
て
大
き
な
称
賛
を

浴
び
（
四
六
）
、
二
千
万
人
の
視
聴
者
を
引
き
つ
け
た
（
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
社
会
の
人
口
は
五
千
六
百
二
十
三
万
人
だ
っ
た
）（
四
七
）
。
ア

メ
リ
カ
で
も
放
送
さ
れ
、
多
く
の
視
聴
者
を
得
た
（「
傑
作
劇
場
」

で
は
な
い
）。 

原
作
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
グ
ナ
ス
（Philip M

agnus

）
の

執
筆
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
に
つ
い
て
の
伝
記
で
あ
る
。
脚
本

は
、
バ
ト
ラ
ー
と
、
同
番
組
の
監
督
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ゴ
リ

ー
（John Gorrie

）
が
分
担
し
た
。
バ
ト
ラ
ー
が
一
～
六
話
、

一
一
～
一
三
話
を
、
ゴ
リ
ー
が
七
～
一
〇
話
を
担
当
し
た
。
ゴ
リ

ー
の
脚
本
と
バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
は
明
ら
か
に
タ
ッ
チ
が
異
な
っ

て
お
り
、
ゴ
リ
ー
は
政
治
史
上
の
主
要
な
事
件
の
説
明
を
重
視

し
、
バ
ト
ラ
ー
は
王
族
た
ち
の
生
活
史
を
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
的
に

提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
に
関
し
て
は
、
数
多
い
彼
の
作
品
の
中
で

も
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
が
「
最
も
多
く
の
賛
辞
を
浴
び
た
」
と

さ
れ
る
（
四
八
）
。
バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
、
そ

れ
が「
細
部
に
わ
た
っ
て
正
確
」で
あ
っ
た
か
ら
、だ
っ
た
（
四
九
）
。

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
制
作
者
だ
っ
た
セ
シ
ル
・
ク
ラ
ー
ク

（Cecil Clarke

）
に
よ
れ
ば
、
同
番
組
は
「
公
衆
が
毎
週
見
続

け
た
い
と
思
う
番
組
で
あ
り
、
十
三
課
か
ら
な
る
歴
史
の
勉
強

で
あ
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
」（
五
〇
）
。
バ
ト
ラ
ー
は
本
作
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
史
上
初
の
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
を
創
造
す
る
の
に

貢
献
し
た
、
と
評
さ
れ
て
い
る
（
五
一
）
。 

壮
年
期
以
降
の
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
は
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
ス

ト
（Tim

othy W
est

）
が
演
じ
、
母
親
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

は
ア
ン
ネ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
（Annette Crosbie

）
が
、
エ

ド
ワ
ー
ド
が
生
ま
れ
る
頃
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
晩
年
ま
で
を

演
じ
て
い
る
。
主
演
の
ウ
ェ
ス
ト
は
「
精
力
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
と

と
も
に
国
王
役
を
演
じ
た
」
と
評
さ
れ
（
五
二
）
、
ク
ロ
ス
ビ
ー
は
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
繊
細
に
表
現
し
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
、

英
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
の
最
優
秀
女
優
賞
を
獲
得
し

た
（
五
三
）
。 

同
番
組
の
制
作
に
際
し
て
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
が
脚
本
に

目
を
通
し
、
サ
ン
ド
リ
ン
ガ
ム
城
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
の
聖
ジ
ョ
ー

ジ
教
会
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
ハ
ウ
ス
な
ど
の
王
室
所
有
地
で
ロ
ケ
撮

影
を
行
う
こ
と
を
許
し
た
（
五
四
）
。
た
だ
し
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」

も
基
本
的
に
は
ス
タ
ジ
オ
撮
影
が
主
軸
で
あ
り
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
一
族
」
と
同
様
に
、
そ
の
タ
ッ
チ
を
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
風
に
す
る

こ
と
に
徹
し
て
い
る
。

（
三
）「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」（Disraeli: 

Portrait of a Rom
antic

） 

一
九
七
八
年
に
グ
ラ
ナ
ダ
が
制
作
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九

七
八
年
九
月
五
日
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
た
。
全
四
話
で
二

百
五
十
三
分
の
ミ
ニ
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
政

治
的
ペ
ル
ソ
ナ
と
同
様
に
、
そ
の
私
生
活
に
も
焦
点
を
合
わ
せ

て
お
り
、
同
番
組
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
政
界
の
描

き
方
は
「
鋭
利
」
だ
っ
た
、
と
さ
れ
る
（
五
五
）
。
バ
ト
ラ
ー
だ
け
で

な
く
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
を
制
作
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が

「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
」
の
制
作
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、「
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
」
は
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
だ
っ
た
と
言
え

る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
を
演
じ
た
の
は
イ
ア
ン
・
マ
ク
シ
ェ
イ
ン

（Ian M
acShane

）
で
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

で
は
「
傑
作
劇
場
」
で
放
送
さ
れ
、
成
功
を
収
め
た
（
五
六
）
。 

以
下
、「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
タ

イ
ト
ル
と
、
顕
著
な
特
徴
を
述
べ
る
。 

第
一
話
「
デ
ィ
ジ
ー
」（Dizzy

）：
タ
イ
ト
ル
は
、
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
の
身
近
な
者
た
ち
の
間
で
用
い
ら
れ
た
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
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お
よ
び
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
（
一
八
一
九
―
一
九
〇
一
）
と
、「
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
の
主
役
で
あ
る
子
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

（
一
八
二
五
―
一
八
九
九
）
は
、
ほ
ぼ
同
世
代
だ
っ
た
。
ま
た
、

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
」
で
は
、
父
ヨ
ハ
ン
と
子
ヨ
ハ
ン
の
間
の

確
執
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
と
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
間
の
そ
れ
が
描
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。 

 

（
二
）「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」（Edward the Seventh

） 

一
九
七
五
年
に
カ
ー
ル
ト
ン
が
二
百
万
ポ
ン
ド
を
か
け
て
制

作
し
（
四
五
）
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
五
年
四
月
一
日
か
ら
七
月

一
日
に
か
け
て
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が
放
送
し
た
。
全
十
三
話
、
六
百
五
十
分

で
あ
る
。「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
技
術
、

演
出
、
主
演
俳
優
た
ち
の
演
技
な
ど
に
関
し
て
大
き
な
称
賛
を

浴
び
（
四
六
）
、
二
千
万
人
の
視
聴
者
を
引
き
つ
け
た
（
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
社
会
の
人
口
は
五
千
六
百
二
十
三
万
人
だ
っ
た
）（
四
七
）
。
ア

メ
リ
カ
で
も
放
送
さ
れ
、
多
く
の
視
聴
者
を
得
た
（「
傑
作
劇
場
」

で
は
な
い
）。 

原
作
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
グ
ナ
ス
（Philip M

agnus

）
の

執
筆
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
に
つ
い
て
の
伝
記
で
あ
る
。
脚
本

は
、
バ
ト
ラ
ー
と
、
同
番
組
の
監
督
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ゴ
リ

ー
（John Gorrie

）
が
分
担
し
た
。
バ
ト
ラ
ー
が
一
～
六
話
、

一
一
～
一
三
話
を
、
ゴ
リ
ー
が
七
～
一
〇
話
を
担
当
し
た
。
ゴ
リ

ー
の
脚
本
と
バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
は
明
ら
か
に
タ
ッ
チ
が
異
な
っ

て
お
り
、
ゴ
リ
ー
は
政
治
史
上
の
主
要
な
事
件
の
説
明
を
重
視

し
、
バ
ト
ラ
ー
は
王
族
た
ち
の
生
活
史
を
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
的
に

提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
に
関
し
て
は
、
数
多
い
彼
の
作
品
の
中
で

も
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
が
「
最
も
多
く
の
賛
辞
を
浴
び
た
」
と

さ
れ
る
（
四
八
）
。
バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
、
そ

れ
が「
細
部
に
わ
た
っ
て
正
確
」で
あ
っ
た
か
ら
、だ
っ
た
（
四
九
）
。

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
制
作
者
だ
っ
た
セ
シ
ル
・
ク
ラ
ー
ク

（Cecil Clarke

）
に
よ
れ
ば
、
同
番
組
は
「
公
衆
が
毎
週
見
続

け
た
い
と
思
う
番
組
で
あ
り
、
十
三
課
か
ら
な
る
歴
史
の
勉
強

で
あ
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
」（
五
〇
）
。
バ
ト
ラ
ー
は
本
作
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
史
上
初
の
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
を
創
造
す
る
の
に

貢
献
し
た
、
と
評
さ
れ
て
い
る
（
五
一
）
。 

壮
年
期
以
降
の
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
は
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
ス

ト
（Tim

othy W
est

）
が
演
じ
、
母
親
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

は
ア
ン
ネ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
（Annette Crosbie

）
が
、
エ

ド
ワ
ー
ド
が
生
ま
れ
る
頃
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
晩
年
ま
で
を

演
じ
て
い
る
。
主
演
の
ウ
ェ
ス
ト
は
「
精
力
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
と

と
も
に
国
王
役
を
演
じ
た
」
と
評
さ
れ
（
五
二
）
、
ク
ロ
ス
ビ
ー
は
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
繊
細
に
表
現
し
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
、

英
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
の
最
優
秀
女
優
賞
を
獲
得
し

た
（
五
三
）
。 

同
番
組
の
制
作
に
際
し
て
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
が
脚
本
に

目
を
通
し
、
サ
ン
ド
リ
ン
ガ
ム
城
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
の
聖
ジ
ョ
ー

ジ
教
会
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
ハ
ウ
ス
な
ど
の
王
室
所
有
地
で
ロ
ケ
撮

影
を
行
う
こ
と
を
許
し
た
（
五
四
）
。
た
だ
し
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」

も
基
本
的
に
は
ス
タ
ジ
オ
撮
影
が
主
軸
で
あ
り
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
一
族
」
と
同
様
に
、
そ
の
タ
ッ
チ
を
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
風
に
す
る

こ
と
に
徹
し
て
い
る
。

（
三
）「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の
肖
像
」（Disraeli: 

Portrait of a Rom
antic

） 

一
九
七
八
年
に
グ
ラ
ナ
ダ
が
制
作
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九

七
八
年
九
月
五
日
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
た
。
全
四
話
で
二

百
五
十
三
分
の
ミ
ニ
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
政

治
的
ペ
ル
ソ
ナ
と
同
様
に
、
そ
の
私
生
活
に
も
焦
点
を
合
わ
せ

て
お
り
、
同
番
組
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
政
界
の
描

き
方
は
「
鋭
利
」
だ
っ
た
、
と
さ
れ
る
（
五
五
）
。
バ
ト
ラ
ー
だ
け
で

な
く
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
を
制
作
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が

「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
」
の
制
作
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、「
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
」
は
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
だ
っ
た
と
言
え

る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
を
演
じ
た
の
は
イ
ア
ン
・
マ
ク
シ
ェ
イ
ン

（Ian M
acShane

）
で
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

で
は
「
傑
作
劇
場
」
で
放
送
さ
れ
、
成
功
を
収
め
た
（
五
六
）
。 

以
下
、「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
タ

イ
ト
ル
と
、
顕
著
な
特
徴
を
述
べ
る
。 

第
一
話
「
デ
ィ
ジ
ー
」（Dizzy

）：
タ
イ
ト
ル
は
、
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
の
身
近
な
者
た
ち
の
間
で
用
い
ら
れ
た
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の

57



綽
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
異
性
関
係
が
基
軸

に
置
か
れ
て
お
り
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
で
あ
る
。 

第
二
話
「
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
」（M

ary Anne

）：
タ
イ
ト
ル

は
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
妻
の
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
女
性
た
ち
の

政
治
的
存
在
感
が
大
き
い
。
参
政
権
を
持
た
ず
、
国
会
議
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
女
性
た
ち
は
、
公
式
の
制

度
や
ル
ー
ト
で
は
な
い
も
の
を
利
用
し
て
、
効
果
的
に
政
治
的

パ
ワ
ー
を
行
使
し
て
い
た
。 

第
三
話
「
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ゲ
ー
ム
」（The Great Gam

e

）：

タ
イ
ト
ル
は
、
時
代
背
景
と
し
て
の
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
が
行

っ
た
世
界
規
模
で
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に
ち
な
ん
で
い
る
。
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
と
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
の
夫
婦
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
詳

し
く
描
か
れ
て
い
る
。 

第
四
話
「
ザ
・
チ
ー
フ
」（The Chief

）：
タ
イ
ト
ル
は
、
デ

ィ
ズ
レ
イ
リ
が
政
界
で
彼
の
周
辺
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
た
仕
方

に
ち
な
ん
で
い
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
政
治
観
、
女
性
観
が
、
デ

ィ
ズ
レ
イ
リ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
と
の
関
係
に
集
約
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
他
方
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
、
女
性
へ

の
執
着
が
赤
裸
々
に
描
か
れ
る
。
彼
の
政
治
へ
の
情
熱
が
、
女
性

へ
の
情
熱
と
の
間
で
、
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。 

 

（
四
）「
リ
リ
ー
」（Lillie

） 

ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
制
作
し
、

一
九
七
八
年
九
月
二
四
日
か
ら
一
二
月
一
七
日
に
か
け
て
Ｉ
Ｔ

Ｖ
が
放
送
し
た
。
全
十
三
話
で
六
百
五
十
分
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
「
傑
作
劇
場
」
で
放
送
さ
れ
た
。
王
太
子
時
代
の
エ
ド
ワ
ー

ド
七
世
の
愛
人
で
あ
り
、
後
に
俳
優
と
な
っ
た
リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ

ト
リ
ー
（Lillie Langtry, 1853

～1929

）
の
「
華
麗
な
生
涯
」

を
描
き
、
英
米
双
方
で
大
き
な
称
賛
を
得
た
（
五
七
）
。
リ
リ
ー
・
ラ

ン
グ
ト
リ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
最
も
早
く
登
場
し
た
ア
イ
ド

ル
的
芸
能
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
、
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

脚
本
は
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
際
と
同
じ
く
バ
ト
ラ
ー
と

ジ
ョ
ン
・
ゴ
リ
ー
が
分
担
し
、
バ
ト
ラ
ー
が
一
～
六
話
、
一
〇
～

一
二
話
を
、
ゴ
リ
ー
が
七
～
九
話
、
一
三
話
を
執
筆
し
て
い
る
。

バ
ト
ラ
ー
と
ゴ
リ
ー
は
、
主
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
ウ

（Jam
es Brough

）
の
小
説
、『
王
子
と
リ
リ
ー
』（The Prince 

and the Lily

）
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
本
を
執
筆
し
た

（
五
八
）
。
監
督
は
ゴ
リ
ー
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ホ
ド
ソ
ン

（Christopher H
odson

）、
ト
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ー
（Tony 

W
harm

by

）
で
あ
る
。「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の

肖
像
」
と
同
様
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
を
制
作
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
多
く
が
「
リ
リ
ー
」
の
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
、「
リ
リ
ー
」

も
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
だ
っ
た
（
五
九
）
。 

主
役
の
リ
リ
ー
に
は
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
も
そ
の
役
を

演
じ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ア
ニ
ス
（Francesca Annis

）
が

起
用
さ
れ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
を
演
じ
た
の
は
デ
ニ
ス
・
リ
ル

（Denis Lill

）
で
あ
り
、
リ
リ
ー
が
女
優
業
に
乗
り
出
し
た
際

の
彼
女
の
コ
ー
チ
役
だ
っ
た
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
・
ラ
ブ
シ
ェ
ア

（H
enrietta Labouchere

）
を
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
役
を
演
じ
た
ア
ン
ネ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
が

担
当
し
て
い
る
。 

同
番
組
が
非
常
な
人
気
を
博
し
た
理
由
と
し
て
は
、
そ
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
と
セ
ッ
ト
が
豪
華
で
あ
っ
た
こ
と
、
ア
ニ
ス
が
一

六
歳
か
ら
七
〇
歳
ま
で
の
リ
リ
ー
を
演
じ
る
の
が
話
題
を
呼
ん

だ
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
六
〇
）
。
ま
た
、
脚
本
が
歴
史

的
に
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
（
六
一
）
。
さ
ら

に
、
同
番
組
の
も
う
一
つ
の
「
魅
力
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

時
代
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
多
彩
な
有
名
人
た
ち
（
オ
ス
カ

ー
・
ワ
イ
ル
ド
、
Ｊ
・
Ｍ
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
な
ど
）
を
群
像
的
に
、

巧
み
な
仕
方
で
登
場
さ
せ
た
点
に
も
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
（
六
二
）
。

同
番
組
の
成
功
を
受
け
て
バ
ト
ラ
ー
は
、「
人
々
は
、
王
室
に
つ

な
が
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
、
絶
対
的
に
魅
了
さ
れ
続
け
て
い
る
」

と
述
べ
る
こ
と
に
な
る
（
六
三
）
。 

番
組
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
て
い
た
間
に
バ
ト
ラ
ー
は
、

最
後
の
イ
ン
ド
副
王
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
の
父
親
で
あ
り
、

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
甥
に
あ
た
る
ル
イ
ス
・
オ
ヴ
・
バ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
公
爵
が
、リ
リ
ー
の
娘
の
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
（Jean M

arie

）

の
父
親
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
を
番
組
の
中
で
明
ら
か

に
し
た
（
六
四
）
。
こ
れ
を
受
け
て
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
は
、
彼
の
父

親
と
リ
リ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
公
に
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

バ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
や
エ
ド
ワ
ー
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綽
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
異
性
関
係
が
基
軸

に
置
か
れ
て
お
り
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
で
あ
る
。 

第
二
話
「
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
」（M

ary Anne

）：
タ
イ
ト
ル

は
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
妻
の
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
女
性
た
ち
の

政
治
的
存
在
感
が
大
き
い
。
参
政
権
を
持
た
ず
、
国
会
議
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
女
性
た
ち
は
、
公
式
の
制

度
や
ル
ー
ト
で
は
な
い
も
の
を
利
用
し
て
、
効
果
的
に
政
治
的

パ
ワ
ー
を
行
使
し
て
い
た
。 

第
三
話
「
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ゲ
ー
ム
」（The Great Gam

e

）：

タ
イ
ト
ル
は
、
時
代
背
景
と
し
て
の
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
が
行

っ
た
世
界
規
模
で
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に
ち
な
ん
で
い
る
。
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
と
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
の
夫
婦
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
詳

し
く
描
か
れ
て
い
る
。 

第
四
話
「
ザ
・
チ
ー
フ
」（The Chief

）：
タ
イ
ト
ル
は
、
デ

ィ
ズ
レ
イ
リ
が
政
界
で
彼
の
周
辺
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
た
仕
方

に
ち
な
ん
で
い
る
。
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
政
治
観
、
女
性
観
が
、
デ

ィ
ズ
レ
イ
リ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
と
の
関
係
に
集
約
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
他
方
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
、
女
性
へ

の
執
着
が
赤
裸
々
に
描
か
れ
る
。
彼
の
政
治
へ
の
情
熱
が
、
女
性

へ
の
情
熱
と
の
間
で
、
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。 

 

（
四
）「
リ
リ
ー
」（Lillie

） 

ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
制
作
し
、

一
九
七
八
年
九
月
二
四
日
か
ら
一
二
月
一
七
日
に
か
け
て
Ｉ
Ｔ

Ｖ
が
放
送
し
た
。
全
十
三
話
で
六
百
五
十
分
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
「
傑
作
劇
場
」
で
放
送
さ
れ
た
。
王
太
子
時
代
の
エ
ド
ワ
ー

ド
七
世
の
愛
人
で
あ
り
、
後
に
俳
優
と
な
っ
た
リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ

ト
リ
ー
（Lillie Langtry, 1853

～1929

）
の
「
華
麗
な
生
涯
」

を
描
き
、
英
米
双
方
で
大
き
な
称
賛
を
得
た
（
五
七
）
。
リ
リ
ー
・
ラ

ン
グ
ト
リ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
最
も
早
く
登
場
し
た
ア
イ
ド

ル
的
芸
能
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
、
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

脚
本
は
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
際
と
同
じ
く
バ
ト
ラ
ー
と

ジ
ョ
ン
・
ゴ
リ
ー
が
分
担
し
、
バ
ト
ラ
ー
が
一
～
六
話
、
一
〇
～

一
二
話
を
、
ゴ
リ
ー
が
七
～
九
話
、
一
三
話
を
執
筆
し
て
い
る
。

バ
ト
ラ
ー
と
ゴ
リ
ー
は
、
主
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
ウ

（Jam
es Brough

）
の
小
説
、『
王
子
と
リ
リ
ー
』（The Prince 

and the Lily

）
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
本
を
執
筆
し
た

（
五
八
）
。
監
督
は
ゴ
リ
ー
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ホ
ド
ソ
ン

（Christopher H
odson

）、
ト
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ー
（Tony 

W
harm

by

）
で
あ
る
。「
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
―
ロ
マ
ン
主
義
者
の

肖
像
」
と
同
様
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
を
制
作
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
多
く
が
「
リ
リ
ー
」
の
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
、「
リ
リ
ー
」

も
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
だ
っ
た
（
五
九
）
。 

主
役
の
リ
リ
ー
に
は
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
も
そ
の
役
を

演
じ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ア
ニ
ス
（Francesca Annis

）
が

起
用
さ
れ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
を
演
じ
た
の
は
デ
ニ
ス
・
リ
ル

（Denis Lill

）
で
あ
り
、
リ
リ
ー
が
女
優
業
に
乗
り
出
し
た
際

の
彼
女
の
コ
ー
チ
役
だ
っ
た
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
・
ラ
ブ
シ
ェ
ア

（H
enrietta Labouchere

）
を
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
役
を
演
じ
た
ア
ン
ネ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
が

担
当
し
て
い
る
。 

同
番
組
が
非
常
な
人
気
を
博
し
た
理
由
と
し
て
は
、
そ
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
と
セ
ッ
ト
が
豪
華
で
あ
っ
た
こ
と
、
ア
ニ
ス
が
一

六
歳
か
ら
七
〇
歳
ま
で
の
リ
リ
ー
を
演
じ
る
の
が
話
題
を
呼
ん

だ
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
六
〇
）
。
ま
た
、
脚
本
が
歴
史

的
に
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
（
六
一
）
。
さ
ら

に
、
同
番
組
の
も
う
一
つ
の
「
魅
力
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

時
代
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
多
彩
な
有
名
人
た
ち
（
オ
ス
カ

ー
・
ワ
イ
ル
ド
、
Ｊ
・
Ｍ
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
な
ど
）
を
群
像
的
に
、

巧
み
な
仕
方
で
登
場
さ
せ
た
点
に
も
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
（
六
二
）
。

同
番
組
の
成
功
を
受
け
て
バ
ト
ラ
ー
は
、「
人
々
は
、
王
室
に
つ

な
が
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
、
絶
対
的
に
魅
了
さ
れ
続
け
て
い
る
」

と
述
べ
る
こ
と
に
な
る
（
六
三
）
。 

番
組
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
て
い
た
間
に
バ
ト
ラ
ー
は
、

最
後
の
イ
ン
ド
副
王
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
の
父
親
で
あ
り
、

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
甥
に
あ
た
る
ル
イ
ス
・
オ
ヴ
・
バ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
公
爵
が
、リ
リ
ー
の
娘
の
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
（Jean M

arie

）

の
父
親
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
を
番
組
の
中
で
明
ら
か

に
し
た
（
六
四
）
。
こ
れ
を
受
け
て
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
は
、
彼
の
父

親
と
リ
リ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
公
に
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

バ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
や
エ
ド
ワ
ー
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ド
王
時
代
に
は
、
王
族
た
ち
は
決
し
て
何
も
認
め
な
か
っ
た
が
、

我
々
は
『
リ
リ
ー
』
の
中
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
す
べ
て
を
正
確
に

し
た
か
っ
た
し
、
我
々
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
こ
の
部
分
を
使
用
す

る
た
め
に
［
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
か
ら
の
］
許
可
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」（
六
五
）
。 

二
〇
世
紀
末
の
時
点
で
オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
、「
リ
リ
ー
」
の

提
起
し
た
リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ
ト
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
極

め
て
好
意
的
な
評
価
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ラ
ン
グ
ト

リ
ー
は
、
時
代
の
先
を
行
く
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
は
繰
り
返
し
、

女
性
た
ち
に
と
っ
て
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
の
行
動
規
範

に
挑
ん
だ
。
ま
ず
、
将
来
の
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
で
あ
る
バ
ー

テ
ィ
の
愛
人
に
な
り
、
ル
イ
ス
・
オ
ヴ
・
バ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
公
爵

と
の
間
で
婚
外
子
を
も
う
け
、
最
後
は
、
舞
台
上
で
途
方
も
な
い

成
功
を
収
め
た
」
と
（
六
六
）
。
し
か
し
「
リ
リ
ー
」
は
、
女
性
を
主

人
公
に
し
、
ま
た
、
多
く
の
著
名
な
女
性
た
ち
を
登
場
さ
せ
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
女
権
活
動

家
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
ほ
ぼ
行
っ
て
い
な
い
。

（
五
）
「
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
（Lord 

M
ountbatten: The Last Viceroy

） 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
九
八
五
年
に

制
作
し
、
一
九
八
六
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
た
。
全
六
話
で
三

百
六
分
の
ミ
ニ
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
傑
作
劇

場
」
で
放
送
さ
れ
て
高
い
評
価
を
得
、
バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
に
対
し

て
エ
ミ
ー
賞
が
与
え
ら
れ
た
。 

原
作
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
広

報
担
当
ア
タ
ッ
シ
ェ
で
あ
り
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
ご
く
近

く
に
あ
っ
て
多
く
を
目
撃
し
た
は
ず
の
ア
ラ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Alan Cam

pbell-Johnson

）
の
証
言
に
大

き
く
依
拠
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
＝
ジ
ョ
ン

ソ
ン
は
、
番
組
の
制
作
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
広
告
業
界
の
重
鎮
で

あ
り
、
番
組
が
制
作
さ
れ
る
の
と
並
行
す
る
形
で
、
そ
の
回
想
録

（『
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』、M

ission with 
M

ountbatten

）
を
改
訂
し
、
一
九
八
五
年
に
再
刊
し
た
。
他
方
、

バ
ト
ラ
ー
は
、
番
組
が
イ
ギ
リ
ス
で
放
送
さ
れ
た
直
後
に
ノ
ベ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
本
を
出
版
し
た
が
、
同
書
に
は
注
が
付
さ
れ

て
お
ら
ず
、
巻
末
で
参
考
文
献
を
示
す
こ
と
も
し
て
い
な
い

（『
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
は
言
及
さ
れ
て
い

な
い
）（
六
七
）
。 

同
番
組
の
脚
本
家
と
し
て
バ
ト
ラ
ー
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
遺
族
（
一
九
七
九
年
に
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ

テ
ン
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
テ
ロ
で
殺
害
さ
れ
て
い
た
）
が
、
マ
ウ
ン
ト
バ

ッ
テ
ン
に
つ
い
て
の
伝
記
番
組
を
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」、「
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
」、「
リ
リ
ー
」
と
類
似
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
制
作
さ

せ
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
、
で
あ
ろ
う
。
番
組
で
示
さ
れ
る
、
最

末
期
の
英
領
イ
ン
ド
の
政
治
状
況
に
関
す
る
「
歴
史
解
釈
」
に
つ

い
て
も
、
本
質
的
に
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
観
点
と
理
解
に
基

づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
ネ

ル
ー
へ
の
好
意
、
ジ
ン
ナ
ー
へ
の
嫌
悪
が
明
瞭
で
あ
る
。
従
っ
て
、

イ
ン
ド
分
裂
の
原
因
を
作
っ
た
張
本
人
は
、
ジ
ン
ナ
ー
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

他
方
、
ネ
ル
ー
が
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
夫
人
の
エ
ド
ウ
ィ
ナ

に
強
い
「
恋
心
」
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
、
明
確
に
描
か
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
副
王
と
し
て
の
就
任
宣
誓

式
の
夜
、
ネ
ル
ー
の
自
宅
で
開
か
れ
て
い
た
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

（
招
待
会
）
を
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
夫
妻
が
訪
れ
る
。
余
興
の
カ

タ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
に
見
入
っ
て
い
る
エ
ド
ウ
ィ
ナ
に
ネ
ル
ー
が

「
熱
い
視
線
」
を
送
り
、
そ
の
こ
と
に
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
も
気

付
い
て
い
る
。
番
組
全
体
を
通
し
て
の
主
要
な
軸
の
一
つ
は
、
エ

ド
ウ
ィ
ナ
と
ネ
ル
ー
の
恋
愛
関
係
の
進
展
で
あ
る
。 

撮
影
は
、
副
王
宮
殿
（
現
在
は
、
イ
ン
ド
大
統
領
官
邸
）
の
内

外
を
使
い
、
大
統
領
護
衛
騎
兵
隊
（
か
つ
て
の
副
王
護
衛
騎
兵
隊
）

も
撮
影
に
協
力
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
政
府
が
同
番
組
の
制
作
に

全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
イ
ン
デ
ィ
ラ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
（
ネ
ル
ー
の
娘
）
の
首
相
と
し
て
の
在
任
期
間
は
、

一
九
六
六
～
七
七
年
、
八
〇
～
八
四
年
で
あ
り
、
こ
の
番
組
が
放

送
さ
れ
た
の
が
一
九
八
六
年
だ
か
ら
、
同
首
相
が
暗
殺
さ
れ
る

直
前
の
時
期
に
イ
ン
ド
で
ロ
ケ
撮
影
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
家
と
、
ネ
ル
ー
＝
ガ
ン
デ
ィ
ー
家
の
密
接

な
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
。 

 

60



ド
王
時
代
に
は
、
王
族
た
ち
は
決
し
て
何
も
認
め
な
か
っ
た
が
、

我
々
は
『
リ
リ
ー
』
の
中
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
す
べ
て
を
正
確
に

し
た
か
っ
た
し
、
我
々
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
こ
の
部
分
を
使
用
す

る
た
め
に
［
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
か
ら
の
］
許
可
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」（
六
五
）
。 

二
〇
世
紀
末
の
時
点
で
オ
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ
は
、「
リ
リ
ー
」
の

提
起
し
た
リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ
ト
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
極

め
て
好
意
的
な
評
価
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ラ
ン
グ
ト

リ
ー
は
、
時
代
の
先
を
行
く
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
は
繰
り
返
し
、

女
性
た
ち
に
と
っ
て
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
の
行
動
規
範

に
挑
ん
だ
。
ま
ず
、
将
来
の
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
で
あ
る
バ
ー

テ
ィ
の
愛
人
に
な
り
、
ル
イ
ス
・
オ
ヴ
・
バ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
公
爵

と
の
間
で
婚
外
子
を
も
う
け
、
最
後
は
、
舞
台
上
で
途
方
も
な
い

成
功
を
収
め
た
」
と
（
六
六
）
。
し
か
し
「
リ
リ
ー
」
は
、
女
性
を
主

人
公
に
し
、
ま
た
、
多
く
の
著
名
な
女
性
た
ち
を
登
場
さ
せ
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
女
権
活
動

家
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
ほ
ぼ
行
っ
て
い
な
い
。

（
五
）
「
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
―
最
後
の
副
王
」
（Lord 

M
ountbatten: The Last Viceroy

） 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
九
八
五
年
に

制
作
し
、
一
九
八
六
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
た
。
全
六
話
で
三

百
六
分
の
ミ
ニ
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
傑
作
劇

場
」
で
放
送
さ
れ
て
高
い
評
価
を
得
、
バ
ト
ラ
ー
の
脚
本
に
対
し

て
エ
ミ
ー
賞
が
与
え
ら
れ
た
。 

原
作
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
広

報
担
当
ア
タ
ッ
シ
ェ
で
あ
り
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
ご
く
近

く
に
あ
っ
て
多
く
を
目
撃
し
た
は
ず
の
ア
ラ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Alan Cam

pbell-Johnson

）
の
証
言
に
大

き
く
依
拠
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
＝
ジ
ョ
ン

ソ
ン
は
、
番
組
の
制
作
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
広
告
業
界
の
重
鎮
で

あ
り
、
番
組
が
制
作
さ
れ
る
の
と
並
行
す
る
形
で
、
そ
の
回
想
録

（『
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』、M

ission with 
M

ountbatten

）
を
改
訂
し
、
一
九
八
五
年
に
再
刊
し
た
。
他
方
、

バ
ト
ラ
ー
は
、
番
組
が
イ
ギ
リ
ス
で
放
送
さ
れ
た
直
後
に
ノ
ベ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
本
を
出
版
し
た
が
、
同
書
に
は
注
が
付
さ
れ

て
お
ら
ず
、
巻
末
で
参
考
文
献
を
示
す
こ
と
も
し
て
い
な
い

（『
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
は
言
及
さ
れ
て
い

な
い
）（
六
七
）
。 

同
番
組
の
脚
本
家
と
し
て
バ
ト
ラ
ー
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
遺
族
（
一
九
七
九
年
に
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ

テ
ン
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
テ
ロ
で
殺
害
さ
れ
て
い
た
）
が
、
マ
ウ
ン
ト
バ

ッ
テ
ン
に
つ
い
て
の
伝
記
番
組
を
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」、「
デ
ィ

ズ
レ
イ
リ
」、「
リ
リ
ー
」
と
類
似
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
制
作
さ

せ
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
、
で
あ
ろ
う
。
番
組
で
示
さ
れ
る
、
最

末
期
の
英
領
イ
ン
ド
の
政
治
状
況
に
関
す
る
「
歴
史
解
釈
」
に
つ

い
て
も
、
本
質
的
に
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
観
点
と
理
解
に
基

づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
ネ

ル
ー
へ
の
好
意
、
ジ
ン
ナ
ー
へ
の
嫌
悪
が
明
瞭
で
あ
る
。
従
っ
て
、

イ
ン
ド
分
裂
の
原
因
を
作
っ
た
張
本
人
は
、
ジ
ン
ナ
ー
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

他
方
、
ネ
ル
ー
が
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
夫
人
の
エ
ド
ウ
ィ
ナ

に
強
い
「
恋
心
」
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
、
明
確
に
描
か
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
副
王
と
し
て
の
就
任
宣
誓

式
の
夜
、
ネ
ル
ー
の
自
宅
で
開
か
れ
て
い
た
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

（
招
待
会
）
を
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
夫
妻
が
訪
れ
る
。
余
興
の
カ

タ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
に
見
入
っ
て
い
る
エ
ド
ウ
ィ
ナ
に
ネ
ル
ー
が

「
熱
い
視
線
」
を
送
り
、
そ
の
こ
と
に
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
も
気

付
い
て
い
る
。
番
組
全
体
を
通
し
て
の
主
要
な
軸
の
一
つ
は
、
エ

ド
ウ
ィ
ナ
と
ネ
ル
ー
の
恋
愛
関
係
の
進
展
で
あ
る
。 

撮
影
は
、
副
王
宮
殿
（
現
在
は
、
イ
ン
ド
大
統
領
官
邸
）
の
内

外
を
使
い
、
大
統
領
護
衛
騎
兵
隊
（
か
つ
て
の
副
王
護
衛
騎
兵
隊
）

も
撮
影
に
協
力
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
政
府
が
同
番
組
の
制
作
に

全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
イ
ン
デ
ィ
ラ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
（
ネ
ル
ー
の
娘
）
の
首
相
と
し
て
の
在
任
期
間
は
、

一
九
六
六
～
七
七
年
、
八
〇
～
八
四
年
で
あ
り
、
こ
の
番
組
が
放

送
さ
れ
た
の
が
一
九
八
六
年
だ
か
ら
、
同
首
相
が
暗
殺
さ
れ
る

直
前
の
時
期
に
イ
ン
ド
で
ロ
ケ
撮
影
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
家
と
、
ネ
ル
ー
＝
ガ
ン
デ
ィ
ー
家
の
密
接

な
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
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五 

結
び
に
代
え
て 

  

最
後
に
、
近
時
の
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
の
世
界
的
な
成

功
と
、
バ
ト
ラ
ー
が
残
し
た
歴
史
物
ド
ラ
マ
番
組
を
関
連
付
け
、

後
者
を
興
味
深
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
み
直
す
た
め
の
術
を
考

え
て
み
た
い
。 

イ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
は
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・

ア
ビ
ー
」
の
制
作
に
乗
り
出
す
の
に
あ
た
っ
て
、
か
な
り
の
リ
ス

ク
を
取
っ
て
い
た
。
一
九
八
四
年
に
「
王
冠
の
宝
石
」（The Jewel 

in the Crown

）
を
放
送
し
て
以
来
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
は
、
そ
れ
に
匹
敵

す
る
ほ
ど
の
規
模
で
歴
史
物
ド
ラ
マ
に
取
り
組
む
こ
と
は
し
て

お
ら
ず
、
そ
う
し
た
領
分
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
っ
て
事
実
上
占
有
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
で
あ
る
。
し
か
し
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」

の
制
作
者
で
あ
る
ギ
ャ
レ
ス
・
ニ
ー
ム
（Gareth N

eam
e

）
は
、

同
番
組
を
制
作
す
る
場
と
し
て
あ
え
て
Ｉ
Ｔ
Ｖ
を
選
ん
だ
、
と

言
い
、
そ
の
理
由
は
「
異
な
る
シ
グ
ナ
ル
を
送
り
、
こ
の
種
の
シ

ョ
ー
の
た
め
の
全
く
新
し
い
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
（a brand-new 

audience

）
を
活
性
化
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
」
だ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
（
六
八
）
。 

「
傑
作
劇
場
」
を
検
討
し
た
際
に
触
れ
た
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス

の
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け
る
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
生
産
は
、
お
そ
ら

く
そ
の
半
分
ほ
ど
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
っ
て
安
定
的
に
担
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
歴
史
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、

斬
新
な
物
語
の
構
造
と
視
点
を
提
示
し
、
そ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル

の
「
人
気
」
を
確
立
さ
せ
た
の
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
制
作
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が

放
送
し
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
と
「
ア

ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
番
組
と
し
て
の
構
造
・

視
点
の
類
似
は
明
ら
か
だ
が
、
ニ
ー
ム
の
言
う
通
り
、「
ダ
ウ
ン

ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
が
四
十
年
前
に
制
作
さ
れ
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア

ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
単
な
る
焼
き
直
し
で
は
あ
り
え
な
い
。 

そ
し
て
近
年
、「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
ス
タ
ジ
オ
撮
影
を
主
体
と
し
た
一
九
七

〇
年
代
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
調
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
意
義
が
、
再

評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
ジ

ョ
ン
ソ
ン
／
タ
ー
ノ
ッ
ク
編
の
Ｉ
Ｔ
Ｖ
に
関
す
る
論
文
集
に
お

い
て
、
ヘ
レ
ン
・
ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界

史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
従
来
、
商
業
的
に
は
成
功
し
た
が
学
問

的
に
は
面
白
味
の
乏
し
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ

ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
に
対
し
て
綿
密
な
テ
ク
ス
ト
分
析
を

施
し
、
同
作
品
が
、
既
に
一
九
七
〇
年
代
の
女
性
雑
誌
に
現
れ
て

い
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
お
よ
び
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代

へ
の
関
心
に
、
作
品
と
し
て
の
様
々
な
デ
ィ
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
成
功
し
た
だ
け
で
な
く
、
実
は
、

重
要
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
潜
ま
せ
、
発
し
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
六
九
）
。 

ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
の
表
現
に
従
え
ば
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
ス

タ
ジ
オ
は
一
つ
の
「
部
屋
」
だ
が
、
そ
の
中
に
「
ド
ラ
マ
の
た
め

の
も
う
一
つ
の
部
屋
」（the dram

atic room

）
が
創
ら
れ
る
場
所

で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、「
第
三
の
部
屋
（
視
聴
者
の
家

の
中
の
部
屋
）」
へ
と
放
送
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た

意
味
で
「
部
屋
」
は
テ
レ
ビ
に
と
っ
て
決
定
的
で
、
定
義
的
な
空

間
（definitive space

）
で
す
ら
あ
る
。
従
っ
て
、「
ア
ッ
プ
ス
テ

ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
と
い
う
番
組
に
関
し
て
も
、「
部
屋
」

は
、
そ
れ
自
体
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
場
所
と
し
て
読
ま
れ
、
理

解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。「
部
屋
」
は
中
立
的
な
背
景
以
上
の
何

か
で
あ
り
、
ド
ラ
マ
の
な
か
の
形
成
的
で
定
義
的
な
構
造
（a 

shaping and defining structure

）
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
だ
、

と
（
七
〇
）
。 

本
稿
の
第
三
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
歴
史
物
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
番
組
の
批
評
の
文
脈
で
は
、
社
会
が
動
揺
し
て
い
る
時
期
に

お
い
て
ド
ラ
マ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
生
活
が
よ
り
容
易
で
、
よ

り
安
定
し
て
い
た
「
黄
金
時
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
視
聴
者
に
提
供

す
る
も
の
だ
、
と
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
主
張
が
正
統
派
と
さ
れ

て
き
た
（
七
一
）
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
主
張
は
、「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・

ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
と
の
関
連
で
も
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
同
番

組
に
つ
い
て
の
批
評
の
歴
史
に
お
い
て
、
他
の
多
く
の
者
た
ち

に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
七
二
）
。 

し
か
し
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
番
組
の
中
に
「
女
性
た
ち
の
解

放
」
へ
の
指
向
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
文
脈
（discursive contexts

）
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五 

結
び
に
代
え
て 

  

最
後
に
、
近
時
の
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
の
世
界
的
な
成

功
と
、
バ
ト
ラ
ー
が
残
し
た
歴
史
物
ド
ラ
マ
番
組
を
関
連
付
け
、

後
者
を
興
味
深
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
み
直
す
た
め
の
術
を
考

え
て
み
た
い
。 

イ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
は
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・

ア
ビ
ー
」
の
制
作
に
乗
り
出
す
の
に
あ
た
っ
て
、
か
な
り
の
リ
ス

ク
を
取
っ
て
い
た
。
一
九
八
四
年
に
「
王
冠
の
宝
石
」（The Jewel 

in the Crown

）
を
放
送
し
て
以
来
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
は
、
そ
れ
に
匹
敵

す
る
ほ
ど
の
規
模
で
歴
史
物
ド
ラ
マ
に
取
り
組
む
こ
と
は
し
て

お
ら
ず
、
そ
う
し
た
領
分
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
っ
て
事
実
上
占
有
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
で
あ
る
。
し
か
し
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」

の
制
作
者
で
あ
る
ギ
ャ
レ
ス
・
ニ
ー
ム
（Gareth N

eam
e

）
は
、

同
番
組
を
制
作
す
る
場
と
し
て
あ
え
て
Ｉ
Ｔ
Ｖ
を
選
ん
だ
、
と

言
い
、
そ
の
理
由
は
「
異
な
る
シ
グ
ナ
ル
を
送
り
、
こ
の
種
の
シ

ョ
ー
の
た
め
の
全
く
新
し
い
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
（a brand-new 

audience

）
を
活
性
化
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
」
だ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
（
六
八
）
。 

「
傑
作
劇
場
」
を
検
討
し
た
際
に
触
れ
た
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス

の
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け
る
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
生
産
は
、
お
そ
ら

く
そ
の
半
分
ほ
ど
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
っ
て
安
定
的
に
担
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
歴
史
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、

斬
新
な
物
語
の
構
造
と
視
点
を
提
示
し
、
そ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル

の
「
人
気
」
を
確
立
さ
せ
た
の
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
制
作
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
が

放
送
し
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
と
「
ア

ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
番
組
と
し
て
の
構
造
・

視
点
の
類
似
は
明
ら
か
だ
が
、
ニ
ー
ム
の
言
う
通
り
、「
ダ
ウ
ン

ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
が
四
十
年
前
に
制
作
さ
れ
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア

ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
単
な
る
焼
き
直
し
で
は
あ
り
え
な
い
。 

そ
し
て
近
年
、「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
ス
タ
ジ
オ
撮
影
を
主
体
と
し
た
一
九
七

〇
年
代
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
調
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
の
意
義
が
、
再

評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
ジ

ョ
ン
ソ
ン
／
タ
ー
ノ
ッ
ク
編
の
Ｉ
Ｔ
Ｖ
に
関
す
る
論
文
集
に
お

い
て
、
ヘ
レ
ン
・
ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
業
界

史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
従
来
、
商
業
的
に
は
成
功
し
た
が
学
問

的
に
は
面
白
味
の
乏
し
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
ア
ッ
プ
ス
テ

ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
に
対
し
て
綿
密
な
テ
ク
ス
ト
分
析
を

施
し
、
同
作
品
が
、
既
に
一
九
七
〇
年
代
の
女
性
雑
誌
に
現
れ
て

い
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
お
よ
び
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
時
代

へ
の
関
心
に
、
作
品
と
し
て
の
様
々
な
デ
ィ
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
成
功
し
た
だ
け
で
な
く
、
実
は
、

重
要
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
潜
ま
せ
、
発
し
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
六
九
）
。 

ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
の
表
現
に
従
え
ば
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
ス

タ
ジ
オ
は
一
つ
の
「
部
屋
」
だ
が
、
そ
の
中
に
「
ド
ラ
マ
の
た
め

の
も
う
一
つ
の
部
屋
」（the dram

atic room

）
が
創
ら
れ
る
場
所

で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、「
第
三
の
部
屋
（
視
聴
者
の
家

の
中
の
部
屋
）」
へ
と
放
送
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た

意
味
で
「
部
屋
」
は
テ
レ
ビ
に
と
っ
て
決
定
的
で
、
定
義
的
な
空

間
（definitive space

）
で
す
ら
あ
る
。
従
っ
て
、「
ア
ッ
プ
ス
テ

ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
と
い
う
番
組
に
関
し
て
も
、「
部
屋
」

は
、
そ
れ
自
体
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
場
所
と
し
て
読
ま
れ
、
理

解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。「
部
屋
」
は
中
立
的
な
背
景
以
上
の
何

か
で
あ
り
、
ド
ラ
マ
の
な
か
の
形
成
的
で
定
義
的
な
構
造
（a 

shaping and defining structure

）
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
だ
、

と
（
七
〇
）
。 

本
稿
の
第
三
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
歴
史
物
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
番
組
の
批
評
の
文
脈
で
は
、
社
会
が
動
揺
し
て
い
る
時
期
に

お
い
て
ド
ラ
マ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
生
活
が
よ
り
容
易
で
、
よ

り
安
定
し
て
い
た
「
黄
金
時
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
視
聴
者
に
提
供

す
る
も
の
だ
、
と
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
主
張
が
正
統
派
と
さ
れ

て
き
た
（
七
一
）
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
主
張
は
、「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・

ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
と
の
関
連
で
も
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
同
番

組
に
つ
い
て
の
批
評
の
歴
史
に
お
い
て
、
他
の
多
く
の
者
た
ち

に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
七
二
）
。 

し
か
し
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
番
組
の
中
に
「
女
性
た
ち
の
解

放
」
へ
の
指
向
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
文
脈
（discursive contexts

）
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へ
の
こ
だ
わ
り
（preoccupation

）
が
有
効
だ
、
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」

は
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
再
解
釈
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
一
九
七
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
、
ス
タ
ジ
オ
撮

影
を
主
体
と
す
る
、
他
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
に
も
適
用
可
能
で
あ

る
。
例
え
ば
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七

世
」
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
、
彼
女
に
と
っ
て
の
ワ
ー
ク

／
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
、
公
的
領
域
・
私
的
領
域
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
悩
む
姿
が
描
か
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
番
組
で
は
、
ラ
ジ
カ
ル
な
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
的
主
張
は
極
力
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
広
い
意
味
で

の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
（
部

屋
）
の
中
で
女
性
た
ち
が
抱
え
込
ん
で
い
た
欲
求
不
満
が
語
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
家
庭
と
ス
タ
ジ
オ
を
「
部
屋
」
と
し
て
並

行
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
、
と
（
七
三
）
。 

Ｉ
Ｔ
Ｖ
を
主
題
と
す
る
、
こ
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
の
は

二
〇
〇
五
年
で
あ
り
、「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
の
第
一
シ
リ

ー
ズ
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
放
送
は
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
の
提
示
し
た
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」
が
、

「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
に
も
共
有
さ
れ
て

い
た
可
能
性
は
高
い
、
と
思
わ
れ
る
。 

モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
の
息
子
バ
ー
テ
ィ
の
青
春
時
代
と
王
位
へ
の
道
の
り
を

共
感
的
に
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
い
て
、
君
主
政
へ
の
敬
意
が
な
お
規
範
（norm

）
で
あ

っ
た
こ
と
の
反
映
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の

ス
ピ
ン
オ
フ
と
し
て
制
作
さ
れ
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
と
同
様

に
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た
「
リ
リ
ー
」
で
は
、
君
主
政
へ

の
ト
ー
ン
が
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
エ
ド
ワ
ー

ド
七
世
」
に
お
い
て
は
、
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
の
専
門

職
的
美
人
（Professional Beauty

）
で
あ
り
、
女
優
で
あ
り
、
王

族
た
ち
の
愛
人
だ
っ
た
リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ
ト
リ
ー
を
、「
女
性
が

男
性
た
ち
と
の
関
係
を
通
じ
て
社
会
的
（
そ
し
て
地
理
的
）
に
流

動
し
よ
う
と
す
る
」（fem

ale social (and geographical) m
obility 

via m
en

）
物
語
の
主
役
に
拡
大
し
た
。
モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
「
リ

リ
ー
」
は
、
主
人
公
が
、「
自
分
の
肉
体
を
搾
取
し
、
富
裕
な
愛

人
た
ち
の
間
を
渡
り
歩
く
」（self-exploitation and a succession 

of wealthy lovers

）
こ
と
を
通
じ
て
ロ
ン
ド
ン
社
交
界
の
高
み
に

ま
で
自
ら
を
昇
進
さ
せ
た
こ
と
を
、
非
難
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ

褒
め
称
え
て
い
た
（
七
四
）
。 

し
か
し
、「
リ
リ
ー
」
に
お
い
て
変
化
が
突
然
生
じ
た
の
で
は

な
く
、
バ
ト
ラ
ー
が
そ
の
脚
本
を
執
筆
し
た
五
つ
の
歴
史
物
ド

ラ
マ
番
組
で
は
、
女
性
た
ち
の
果
し
た
社
会
的
、
政
治
的
な
役
割
、

（
一
） Claire M

onk, ‘Pageantry and Populism
, Dem

ocratization and Dissent: The 
Forgotten 1970s’, Jam

es Leggott and Julie Anne Taddeo (eds), Upstairs and 
Downstairs: British Costume Drama from The Forsyte Saga to Downton Abbey 
(Lanham

, M
aryland: Rowm

an &
 Littlefileld, 2015), p.3. 

な
お
、
本
文
中
の
人
名
・

地
名
・
作
品
名
な
ど
に
関
し
て
、
日
本
社
会
で
も
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
容
易

に
判
別
可
能
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
原
名
を
付
さ
な
か
っ
た
。 

（
二
） Anthony Hayward, ‘David Butler, W
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as’, The Inde- 

pendent, 8 June 2006. 

（
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四
） Hayward, op. cit. 
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（
一
〇
） Ibid. 

（
一
一
） Hayward, op. cit. 
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機
能
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の
強
い
関
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と
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そ
れ
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の
言
及
、
表
現
が
当
初
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ら
共

通
し
た
特
徴
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
傾
向
が
「
リ
リ
ー
」
に

至
っ
て
顕
在
化
し
た
、
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
次
稿

で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
バ
ト
ラ
ー
作
品
の
分
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い
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へ
の
こ
だ
わ
り
（preoccupation

）
が
有
効
だ
、
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」

は
「
ア
ッ
プ
ス
テ
ア
ズ
・
ダ
ウ
ン
ス
テ
ア
ズ
」
の
再
解
釈
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
一
九
七
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
、
ス
タ
ジ
オ
撮

影
を
主
体
と
す
る
、
他
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
に
も
適
用
可
能
で
あ

る
。
例
え
ば
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七

世
」
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
、
彼
女
に
と
っ
て
の
ワ
ー
ク

／
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
、
公
的
領
域
・
私
的
領
域
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
悩
む
姿
が
描
か
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
番
組
で
は
、
ラ
ジ
カ
ル
な
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
的
主
張
は
極
力
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
広
い
意
味
で

の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
（
部

屋
）
の
中
で
女
性
た
ち
が
抱
え
込
ん
で
い
た
欲
求
不
満
が
語
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
家
庭
と
ス
タ
ジ
オ
を
「
部
屋
」
と
し
て
並

行
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
、
と
（
七
三
）
。 

Ｉ
Ｔ
Ｖ
を
主
題
と
す
る
、
こ
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
の
は

二
〇
〇
五
年
で
あ
り
、「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
の
第
一
シ
リ

ー
ズ
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
放
送
は
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ト
リ
ー
の
提
示
し
た
よ
う
な
「
こ
だ
わ
り
」
が
、

「
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
」
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
に
も
共
有
さ
れ
て

い
た
可
能
性
は
高
い
、
と
思
わ
れ
る
。 

モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
の
息
子
バ
ー
テ
ィ
の
青
春
時
代
と
王
位
へ
の
道
の
り
を

共
感
的
に
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
い
て
、
君
主
政
へ
の
敬
意
が
な
お
規
範
（norm

）
で
あ

っ
た
こ
と
の
反
映
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の

ス
ピ
ン
オ
フ
と
し
て
制
作
さ
れ
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
と
同
様

に
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た
「
リ
リ
ー
」
で
は
、
君
主
政
へ

の
ト
ー
ン
が
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
エ
ド
ワ
ー

ド
七
世
」
に
お
い
て
は
、
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
の
専
門

職
的
美
人
（Professional Beauty

）
で
あ
り
、
女
優
で
あ
り
、
王

族
た
ち
の
愛
人
だ
っ
た
リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ
ト
リ
ー
を
、「
女
性
が

男
性
た
ち
と
の
関
係
を
通
じ
て
社
会
的
（
そ
し
て
地
理
的
）
に
流

動
し
よ
う
と
す
る
」（fem

ale social (and geographical) m
obility 

via m
en

）
物
語
の
主
役
に
拡
大
し
た
。
モ
ン
ク
に
よ
れ
ば
「
リ

リ
ー
」
は
、
主
人
公
が
、「
自
分
の
肉
体
を
搾
取
し
、
富
裕
な
愛

人
た
ち
の
間
を
渡
り
歩
く
」（self-exploitation and a succession 

of wealthy lovers

）
こ
と
を
通
じ
て
ロ
ン
ド
ン
社
交
界
の
高
み
に

ま
で
自
ら
を
昇
進
さ
せ
た
こ
と
を
、
非
難
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ

褒
め
称
え
て
い
た
（
七
四
）
。 

し
か
し
、「
リ
リ
ー
」
に
お
い
て
変
化
が
突
然
生
じ
た
の
で
は

な
く
、
バ
ト
ラ
ー
が
そ
の
脚
本
を
執
筆
し
た
五
つ
の
歴
史
物
ド

ラ
マ
番
組
で
は
、
女
性
た
ち
の
果
し
た
社
会
的
、
政
治
的
な
役
割
、
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